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チ ベ ッ ト訳 『有 徳 女 所 問 経 』(1)・ 和 訳
五 島 清 隆
1.1は じめ に
ここに紹介するのは、『有徳女所問経(バ ラモンの女であるシュリーマティ






これほどの小 さな経典 も、釈尊以来連綿 と続いてきた仏教の伝統 と本経成立当
時の歴史的 ・思想的背景を反映してお り、 とりわけ初期大乗仏教史を論ずる上









が、菩提流志訳はその役割 を阿逸多(ア ジタ)菩薩摩訶薩がそっ くり肩代















チベ ット訳 と漢訳2訳 は分量的にはほほ伺 じだが、その内容は微妙に異
なる。たとえば、チベッ ト訳や菩提流志訳 には 「空」「第一義」の語が見
られ、『大智度論』引用文 にも 厂空」の語が見られ るが、竺法護訳では2
度 「転空輪」「転空無輪」 とあるだけで、前後の文脈か ら見てこの 「空」




転女身 ・成仏が釈迦仏 による授記(予 言)の 中で述べられるが、チベ ット
訳や菩提流志訳では、むしろ、彼女 自身が迦葉仏(過 去第六仏)の もとで
「無上正等菩提の授記をいただけない間は女身 を転 じることのないよう
に」 という誓願を立てていた ことになっている。 これは経典の編集者 ・伝
承者の女性観の変化 を反映していると思われる。5)








の、チベ ット訳 ・菩提流志訳 は対応部分を欠 く8)。この後半部分は、『大
智度論 』の所論の中では中核的部分であ り、分量的にも引用部分の半分近
くを占 める9)。また、2漢 訳 ・チベット訳に対応箇所が ある部分において
も、竺法護訳は、他訳 と異なるところで 『大智度論』引用文 と合致する1°)。
っまり、竺法護訳 と他訳 との違いは、その幾分かは訳者である竺法護の翻
訳方針 あるいは翻訳事情に帰せ られるか も知れないが11)、もともと異なる
原文に基づいていた ことによる部分もあることが、以上のことから類推さ
れる。 内容的には竺法護訳 よりも 『大智度論』引用文のほうが進んでいる
ことは もちろんだが、チベ ット訳 ・菩提流志訳の原典が整 えられる前に、
大きな改変があった ことが想像される12)。
hア ヴ ァダーナ文献 とくに 『撰集百縁経』 との構成上の類似
本経の構成は簡潔 に示せば以下の通 りになっている。
① 有徳女、托鉢時の仏を見て心清浄 となる。
④ 有徳女、仏への栴檀香の供養 と転法輪(=成 仏)の 誓願
⑤ 仏の微笑
⑥ 阿難 もしくは阿逸多による問い(仏 微笑の理由)
⑦ 仏 による有徳女成仏の予言
⑧ 阿難 もしくは阿逸多による問い(有徳女の過去世における善根)
⑨ 仏の答(有 徳女の過去六仏への供養=花 輪 ・法衣 ・好膳など)
上記のうち、① ・④ ・⑤ ・⑥ ・⑦は 『撰集百縁経』の特に巻一 「菩薩授
記品」の諸話 と全体の構成が酷似 してい る(ただ し、『撰集百縁経』では
① において仏陀の奇蹟pratiharyamの場面が挿入 される)。また、⑧ ・⑨
も④ を敷衍 した形 になってお り、 また、〈過去仏に対す る供養により現世
において釈迦仏に会 うを得た〉 とする文言は 『撰集百縁経』全体に散見す
る。 したがって、構成上か らいえば、本経はアヴァダーナ文献の定型的な
枠組みに② ・③の教理部分を挿入 した形 になっている。 ここで両者の影響
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② 仏に初転法輪について質問
③ 仏の答(初 転法輪=十 二支縁起、無明=幻 、空 ・第一義)
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関係を軽々に論 じることは出来ないが、少なくとも本経(と りわけ竺法護






1.2チ ベ ッ ト訳 校 訂 テ キ ス ト に つ い て










チ ベ ッ ト訳 カ ン ジ ュ ー ル の 版 本 お よ び 写 本 大 蔵 経 の 表 示 に つ い て は ハ リ ソ ン
と ア イ マ ー に よ る 提 案 が あ る が14)、筆 者 が 従 来 進 め て き た チ ベ ッ ト訳 校 訂 本 作
成 作 業 と の 整 合 性 を は か る た め 、 こ の 提 案 に は 従 わ な か っ た 。 上 記 の ほ か 、 次
号 発 表 ま で にNewarkMuseum所 蔵 のBatang写 本 大 蔵 経(B)も 校 合 に 加
え る 予 定 で い る 。 こ れ ら の 版 本 ・写 本 に つ い て の 詳 細 は 次 号 の 解 説 を 参 照 願 い
た い 。
な お 、 本 経 は 『デ ン カ ル マ 目 録 』 に 記 録 さ れ て い る の で15)、遅 く と も9世 紀
初 頭 に は翻 訳 さ れ て い る こ と が わ か る 。
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1.3漢 訳 校 訂 テ キ ス トに つ い て
漢 訳 に は以 下の2訳 が現存 して いる。
(法):『梵 志女首意経』1巻 西晋 ・竺法護(Dharmaraksa)訳
泰始2年 一建興元年(A.D.266-313)訳出TaishoNo.567vol.14
939b4-940c20
(流):『有徳 女所問大乗経』1巻 唐 ・菩提流志(Bodhiruci)訳
長寿2年(A.D.693)訳 出TaishoNo.568vol.14939c21-942a10
この ぼ か、 『大 智度論 』 に比較 的長 い引用が あ るので、 これ も(智)と して
利 用 した 。
(智):『大智度論 』100巻 後秦 ・鳩摩i羅什(Kum穩ajiva)訳
弘始7年(A.D.406)訳 出TaishoNo.1509vol.2557a-756c
(「徳 女経」 として、101c20‐102a27に引用)
校訂 テ キス トは、『高麗大蔵 経』本文(Kと 表 記)を 底本 とし、 『房山石経遼
金刻 経』(F)、 『中華 大蔵経 』(C)、『磧 砂大 蔵経 』(Q)お よび 『乾 隆大蔵 経
(龍蔵)』(L)と 校 合 した。 また、 『大正 新脩大 蔵経 』本文(T)と の異 同 も
示 した。Tお よびCが 脚 注 また は末注 にあ げる異読 は、Tが あげ る天平 写経の
読 み(TT)以 外 は原則 として注記 しなか った。各伝 本 につ いての詳細 は、次
号 の解 説 を参 照願 いたい。
1.4和 訳 に つ い て
上述 の ごと く、本経 の ような小 さな経典 も仏教 とい う大 きな伝 統文化 を背景
として成立 してお り、思考 の枠組 み、修辞 ・定型的表現 、 あるい は比喩 ・エ ピ
ソー ドな ど、他文献 との比較検 討 は不可欠 であ る16)。翻 訳 に際 しては と くに こ
の点 に留意 し、サ ンスク リッ ト ・パー リ文献 に対 応箇所 が見 いだ され る場合 は、
それ らを極力収集 し、比較 的 まとまった ものは[参 考文]と して掲 げ、 断片 的
な語句 は注 の中で指摘す る こととした。還元梵文 の作成 を目的 としてはいない
が、確 実 に還梵 で きる箇所 について は、[還元梵文]も 挙 げておいた。
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翻訳 に際 して は、敬 語 な どチベ ッ ト訳 に独特 の表現 はで きるだ け保持 したが、
主 語 一述 語、修 飾 語 一被 修 飾 語、動詞 一目的 語 の順 な どに関 して は、[参考
文]や 注記 な どで収 集 された資料 か ら想定 され るサ ンス ク リッ ト文 を念頭 に置
いて訳 出 した。 と くに、冒頭や末 尾の定型 的表 現 は、[還元梵文]の 確 度 は高
いので、 それ にしたが って訳 した ところ もあ る。
なお、和 訳 ・校 訂 テ キス トとも、本 文全体 を32の小節 に分 けた(a、bと 更
に細分化 した箇 所 もあ る)が 、 これ は各訳 間の異 同を明瞭 にす るた めの便宜 的
な分節で あ る。


























チ ベ ッ ト訳 『有 徳 女 所 問経 』(1)・和 訳
で あ るが 、 この う ち[10]～[15a][16a]は竺 法 護 訳 ・菩 提 流 志 訳 ・チ ベ ッ ト訳 に対 応
箇 所 が あ り、[16b]は竺 法護 訳 にの み対 応 箇所 が あ る。 な お、[15b]は菩 提 流 志訳 ・チ ベ
ッ ト訳 の みが あ り、 竺法 護 訳 ・『大智 度 論 』 引用 文 は対 応部 分 を欠 く。
9)『大 智 度 論 』 が 引 用 す る([10]～[16b])のは 全 部 で423字。 そ の うち竺 法護 訳 の み が
対 応 箇 所 を もつ部 分([16b])は203字で あ る。
10)たとえ ば、諸 法 が 幻 の 如 き もの で あ る こ とを示 す 際 に、竺 法 護 訳 ・『大 智 度 論 』 引 用 文
は幻 師 と そ の所化 の比 喩 を用 い るが、 他 訳 は如 来 が化 作 した 化 人 と その所 化 の比 喩 を用 い
る。 竺 法 護訳 ・『大 智 度論 』引 用 文 との近 似 性 につ い て は、 後 掲 の 和 訳 お よび 次 号 掲 載 予
定 の校 訂 テ キ ス トで確 認 して いた だ き た いが 、既 に注8)で 指 摘 した通 り、 チ ベ ッ ト訳 ・
菩 提 流 志 訳 で 「如来 は、 ど うした ら人 々 が 最 高 の真 実 を理 解 す る こ とが で き るだ ろ う か と
考 えて 、 言 葉 を 用 い て 人 々 に教 え を説 く」 とす る一 節([15b])は、竺 法 護 訳 ・『大 智 度
論 』 引 用 文 で は欠 け て お り、逆 に、 「幻 術 に よ って作 られ た もの に は実 体 性 は な い が 、聞
い た り見 た りす る こ とはで きる」 とす る の は、竺 法 護 訳 ・ 『大 智度 論 』 引 用 文 の み が伝 え
る箇所([16b])に見 られ る表 現 で あ る(も っ と も、 竺 法護 訳 は この箇 所 、 意 味 はや や 異
な る)。
11)Cf.DanielBoucher,BuddhistTranslationProceduresinThird-CenturyChina:A
StudyofDharmaraksaandhisTranslationIdiom,1996;ダニ エル ・ブ シ ェ 「ガ ンダ ー ラ
語 と初 期 漢 訳 」(吹 田 隆 道 訳)『 仏 教 大 学 仏 教 学 会 紀 要 』#6(1998)33-47頁;Daniel
Boucher,"G穗dh穩iandtheEarlyChineseBuddhistTranslationsReconsidered:the
CaseoftheSaddharmapundarikas皦ra",JAOS#118.4(1998),471-506.(後二者 は、前
者 の 第3章 の要 約 とそ の増 補 改訂 版 。)
12)詳細 は 注1)所 掲 の拙 論 「『大 智 度 論 』 が引 用 す る 「徳 女経 」 につ い て」参 照 。
13)ただ し、 後 述 す る よ う に、個 々 の定 型 的 表現 に着 目す れ ば、 『デ ィヴ ィヤ ・ア ヴ ァダ ー
ナ』 な ど有 部 系 の文献 が 伝 え る定 型 と はや や表 現形 態 が異 な り、 大 衆 部 所伝 の 『マ ハ ー ヴ
ァス ツ』 な どの それ に近 似 す る。詳 細 は、 仏 陀 の相 好 に関 し て は[3]の 参 考 文 お よ び訳




15)芳村 修 基 「デ ン カ ル マ 目録 の 研 究 」(『イ ン ド大 乗 仏 教 思 想 研 究 一 カマ ラ シ ー ラ の 思想
一』、 百 華 苑 、1974年、101～199頁)のNo.211。
16)特に経 典 の 中核 を占 め る各 種 エ ピ ソー ドの比 較検 討 は、 その 意 味 を考究 す る う えで きわ
め て有 効 で あ る。 た と えば、 『法 華 経』 「方 便 品 」 の 「五 千比 丘起 去」 のエ ピ ソー ドは、 他
の大 乗 経 典 で 見 られ る 「五 百 比 丘 の退 出 」 の エ ピ ソー ド群 や さ ら に釈 尊在 世 時 に起 きた と
され る デ ー ヴ ァダ ッタ(提 婆 達 多)の 教 団 破壊(破 僧)の 伝 承 と対 比 す る こ とに よっ て、
そ の 挿 入 の 意 図 が よ り明確 に な る(拙 論 「提 婆 達 多 伝 承 と大 乗 経 典 」 『仏 教 史 学 研 究 』#
28-2(1986)、51-69頁)。
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Pph=Praj° 死⑳ ση 〃多跏1診擁 ッαs挧觚,P.L.Vaidya(ed.)BSTNo.17,Darbhanga,1961,p97.
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イ ン ド語 で,Arya-Srimati-br禀mani-pariprcch竏麩穃a・mah窕穗a-sutra
チベ ッ ト語 で は、 『バ ラモ ンの女 で あ るシ ェ リーマ テ ィー1に よる問い』 と
い う名 の聖 な る大乗 の経典
すべて の仏陀 と菩薩 に礼拝 し奉 る。
[1]
次の よ うに私 は聞 いた。 ある とき2、世尊 は、 ヴ ァー ラーナ シー の(3仙人 の
集 ま る所 で ある鹿 の園3)に、(4七百 人 の比 丘 か らな る比 丘 の大集 団 と数多 くの




その とき、世尊 は朝 の うちに、(5下衣 を身 につ け上 衣 と鉢 を携 えて5)、随侍
者6で あ る アーナ ンダ(阿 難)長 老 とア ジ タ7菩薩 摩訶薩 と ともに、 ヴ ァー ラ
ーナ シーの町8に托鉢 のた めに入 って行か れた。
匚3]
さて、世尊 が ヴァー ラーナ シー の町 において順序 にしたが って9托鉢 を行 い
にな りなが らバ ラモ ンの女 であ るシュ リーマ ティーの家 の ある ところ までや っ
て来 られて、托鉢 のた めに一 角 に止 まってお られ る と、バ ラモ ンの女 であ るシ
ュ リーマ テ ィーが、(1°世尊 を遥か遠 くか ら見た1°)。[世尊 は](11美し く、清 らか
で あ り11)、(12感覚器官 が鎮 まって お り、心 も静 寂 であ り、統御 と止 の完成 に至
ってお り、 す ぐれた止 の完成 に至 り、静寂 で統御 され守 護 され てお り、過失が
な く、感覚 器官 が統御 されて お り12)、(13吉祥 で豊 か で優 れた色 を持 ち13)、(14湖
の ように清 らかで清浄 であ り濁 りが な く14)、(15黄金 の柱 の ごと く高 く聳 えて動
揺 な く、不動 の状 態 を獲 得 してお り、威 徳 に よって燃 えあが り15)、(16ひか り輝
き煌 めい て16)おられた。17
[4]
見て心清 らか にな り18、心清 らか にな った彼 女 は、世 尊 の と ころ に近 づいた。
近 づいて、世 尊の御足 とア ジタ菩薩摩訶 薩の足 とに頂 礼 し、世尊 に向か って合
掌 して、世尊 に次 のよ うに申 し上 げた。
[5]
「世尊 よ、 よ くお いで にな られ ました19。世 尊 よ、 よ くお いで にな られ ま し
た。準備 いた し ました この座2°にお坐 り くだ さい」 とお願 いす る と、世尊 とア
ジタ菩薩摩訶 薩 は、 それぞれ にふ さわ し く21お坐 りにな られた」
[6]
さて、バ ラモ ンの女 であ るシュ リーマテ ィーは、世 尊 とアジタ菩薩摩 訶薩が
心地 よ く22坐っ て お られ るの を知 って、世尊 に向か って合 掌 して、世尊 に次 の
ように申 し上 げた。
[7a]
「世尊 よ、〈この、 ヴ ァーラーナ シーの町の仙人 の集 まる所で ある鹿 の園 にお
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いて、世尊 は法輪 を転ぜ られた23>と私は聞きましたが、世尊よ、世尊が転ぜ
られた法は どのようなものなのでしょうか」。24
Cs]
[シュリーマティーが]そ う申し上げると25、世尊 は、バラモ ンの女である
シュ リーマ ティーにこうおっしゃった。厂26シュ リーマティーよ、無明を縁 と
して諸々の形成作用(行)が ある。諸々の形成作用を縁 として認識作用(識)
がある。認識作用を縁 として名称 と形態(名 色)が ある。名称 と形態を縁 とし
て六種の感 受機能(六 処)が ある。六種の感受機能 を縁 として対象 との接触
(触)があ る。対象 との接触を縁 として感受作用(受)が ある。感受作用を縁
として渇愛 がある。渇愛 を縁 として執着(取)が ある。執着 を縁 として存在
(有)がある。存在 を縁 として出生(生)が ある。出生を縁 として老い と死、









止滅するか ら老い と死、憂い ・悲しみ ・苦 しみ ・愁い ・悩みが止滅する。 この




なった もの として28世間において転 じることの出来ない29ものである」。3°
Clo]
[世尊が]そ うおっしゃると、バラモンの女であるシュリーマティーは、世
尊 にこう申 し上げた。「世尊 よ、(31無明は内にあるものなので しょうか、外に
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ある ものなので しょうか31)」。世 尊 はおっ しゃった。 厂シュ リー マテ ィー よ、 そ
うで はない」。
[11]
[シュリー マテ ィーが]申 し上 げ る。「世尊 よ、 もし無 明が内 に も外 に もない
ので あれ ば、その存在 しない ものが どうして諸々 の形成作 用(行)の 原 因 とな
った りす るので し ょうか。世尊 よ、何 らか の もの(法)が 、か なたの世界32に
あ るので しょうか」。世 尊 はお っ しゃ った。 「シュリーマ テ ィー よ、 そ うではな
い」o
[12]
[シュ リーマ ティーが]申 し上 げる。 「世尊 よ、無 明の相 は実在 す るので し ょ
うか」。世尊 がお っしゃる。 「シュ リーマテ ィーよ、 それ は実在 しない。 シュ リ
ー マテ ィー よ、(33無明 は、真実 な らざる相 を持 った もの として生 じるが、真実
の相 として は生 じない。 シュ リーマテ ィー よ、無明 は、顛 倒 の相 として生 じる
が、不顛倒 の相 としては生 じない33)」。
[13]
[シュ リーマ テ ィーが]申 し上 げ る。 「世尊 よ、無明が実在 しないのであれば、
諸 々の形成作 用(行)は どこか ら生 じるので し ょうか。苦 もまた どこか ら生 じ
るので しょ うか。世尊 よ、(34たとえば、ニ ャグロー ダの樹35に根 が な けれ ば、
どうして その(36枝・葉 ・群 葉36)は成長 で きまし ょうか34)。世尊 よ、それ と同 じ
よ うに、無明 が生 じる こともな く実在 する こともな けれ ぼ、無 明 を諸々 の形成
作用 の原因 として求 め るこ とが どうしてで きましょうか」。
[14]
世尊 がお っ しゃ る。「その通 りだ。 シ ュ リーマ テ ィー よ、(37自らの特徴 を欠
いて い る(自 相 空)と い う点 で諸存在 は空(諸 法空)で あ る37)のに、(38教えを
聞 いた こ ともな く知識 もな く理解 す る こともない愚か な凡 夫 は38)、(39業(行為
とその潜勢力)を 作 り39)、諸々 の業 があ る ことに よって輪廻 的生存(有)を 引
き起 こす。輪廻 的生存 があ るこ とに よって苦 を経験す るので ある。
[15a]
この場 合、業 を作 る者 は誰 も存在 しない し、輪廻 的生存 を引 き起 こす4°者 も
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存在 しない 。 それ が、諸 法 の最高 の真実(第 一義)41であ る。
[15b]
シュ リー マ テ ィー よ、 しかしなが ら、尊敬 に値す る正 し く目覚 めた人で ある
如来 た ち は 、〈どう した ら人 々 が最 高 の真 実 を理解 す る こ とが 出来 るだ ろ う
か〉 と考 え て、(42言葉 を用 いて42)、人 々 に教 えを説 くので あ る。 シ ュ リーマテ
ィー よ、(43言葉 は真 実 な る もので はない43)。なぜか とい えば、(44そこには理解
させ る人 もいな けれ ば、 そ こには知 る人 もいないか らで ある44)。45
[16a]
シュ リー マテ ィー よ、た とえば、如来が化人 を化作 し、如来 に よって化作 さ
れた その人 が また、別 の化人 を化作 した としよ う46。その場合 、如来 に よって
化 作 された人 は空虚 な もので あって47、虚偽 であ り、人 を欺 く性 質 を持 ってい
る48。化人 に よって化 作 され た人 もまた、空虚 な もので あって、虚偽 で あ り、
人 を欺 く性 質 をもっている。シ ュ リー マテ ィー よ、 それ と同 じように、 なされ
るべ き法(=業)を な した人(=業 の作者)は 虚偽 で あ り、人 を欺 く性質 を持
ってい る。 な され る法(=業)も また、空虚 な もので あって、虚偽で あ り、人
を欺 く性 質 をもっている」。49
[17a]
[シュ リーマ テ ィーが]申 し上 げ る。「要す る に こうい う ことです ね50。(51世
尊 に よって 、虚空 の[法]輪 つ ま り、空性 の輪 ・出離 の輪 ・通達 の輪 ・不可 思
議 の輪 ・無転 の(転 じられ るこ とのない)輪 ・無等 の(比 肩す る もののない)
輪 ・如実 の輪 ・無生 の(生 じる ことのない)輪 ・無 自性 の輪 ・無相 の輪 が転 じ
られたので すね51)」。52
[18]
その とき、バ ラモ ンの女 で あ るシ ュ リーマ テ ィー は(53栴檀 の粉 香 を一握 り
手 に取 って53)、世尊 の御 足 に振 りか けて54次の よ うに申 し上 げた。 「世尊 よ、 こ
の善根 に よって、私 が未来 にお いて、あの ような法輪 、つ ま り空性 の輪 か ら無





さて、世尊 は、 その とき微笑 をお示 しにな られ た。以 下 は、微笑 を示 され る
際 の諸 仏 ・世尊 の決 ま りで ある。微笑 をお示 しにな られ る とき、世尊 のお 口か
らは無数 の色、種 々の色、 た とえば、(56青・黄 ・白 ・赤 ・茜色 ・水 晶 ・銀 な ど
の色56)の光 線 が生 じ、 それ ら[の 光 線]は 光 輝 に よって、 限 りもな く果 て し
もない もろ もろの世界 を照 らし出 し、 ブラフマー神 の世 界 まで昇 ってい って、
また帰 って きて、世尊 の まわ りを三 たび右 回 りにめ ぐ り、世尊 の頭 頂の なか に
消 え去 るの であ る57。
[20]
その とき、 ア ジタ菩 薩摩訶薩58は、世尊 にむか って次 の よ うに申 し上 げた。
厂世尊 よ、尊敬 に値 す る正 し く目覚めた人 であ る如来 た ちは、 因な く縁 な くし
て微笑 をお示 しにな る ことはあ りませ ん。微笑 をお示 しにな られた因 はなんで
しょうか、縁 は何 で し ょうか」59。
[21]
[シュ リー テ ィー が]そ う申 しあげ る と、世尊 は、ア ジタ菩薩摩 訶薩 にむか
って次の よ うにお っしゃ られた。
「アジタ よ、汝 は、 このバ ラモ ンの女 で あるシ ュ リーマ テ ィーが、栴檀 の粉
香 を一握 り手 に取 って、如来 の御足 に振 りか けた の を見 てい るか」6°。[ア ジタ
菩薩摩訶 薩が]申 し上 げる。
「世尊 よ、見て い ます61。善逝 よ、見 てい ます」。
[22]
世尊 がお っ しゃ った。 「ア ジタよ、 このバ ラモ ンの女 は、 この善根 に よって62
84コー テ ィ劫 のあい だ悪 い生存 状 態(悪 趣)63に落 ち込 む こ とは ないで あ ろ う。
6万4千 の仏 陀に対 して恭敬 を行 い、尊重 し、尊敬 し、供養 す るで あろ う。 ま
た 、彼 らか ら教 え(法)を 聞 くで あろ う。 聞いてのち、理解 す るで あろ う。正
しい教 え(正 法)を 護 持 するであ ろ う64。
[23]
[彼女 は]如 来が在 世 中で あれ、涅槃 したの ちであれ65、彼 ら(如 来)に 対 し





彼女 は、 最 後 の時、最後 の時節 に67、「自我 の輝 き68」とい う名 の劫 において、
この同 じ三 千大 千世 界 にお いて、 「法 の輝 き69」とい う名 の尊 敬 に値 す る正 し
く目覚 めた人 であ る如来 として この世 に生 まれ るで あろ う。 その[仏 の]寿 命
は千 劫が満 ち るあいだで あ ろう。 その[仏]は 、無量無 数の人々 の利 益 をなし
てのち、(7°肉体 の束縛 を離 れた絶対 平安 の境地(無 余 依涅 槃界)に はい る こと
で あろ う70)」。
[25]
[世尊 が]そ うお っしゃ ると、 ア ジタ菩 薩摩訶薩 は、世 尊 に対 して こう申 し
上 げた。 「バ ラモ ンの女で ある シュ リーマテ ィー には、前 世 にお け る善根が他
に もあ るので しょうか71」。
[26]
世 尊 がお っ しゃ った。 「ア ジタ よ、 た しか にあ る。バ ラモ ンの女 で あるシ ュ
リーマ テ ・f一は、か の無上正等 菩提 を望 んで、昔、女性 の身 にあって、ヴ ィパ
シュイン如来72の御 身体 に花輪73を捧 げた。
C27]
シキ ン74如来 の御 身体 に法衣 を捧 げた。(75彼の教 えの も とで 出家 して千 年 の
あいだ、梵 行(純 潔 の生活)を 行 じた75)。か の世尊 に向か って、甚 深 の道理76
について質 問 した。
C28]
ヴ ィシ ュヴ ァブ フー77如来 に対 して は、(78その弟子 の集 団 と ともに、食 物 に
よって満喫 させ、満足 させた78)。
[29]
クラク ッチ ャンダ79如来 に対 して も、 アテ ィムクタ カの花8°を投 げか けて81、
かの世尊 か ら五学処(五 戒)82を受 けた。
[30]
カ ナカム ニ83如来 に対 して、寿命 の あ る限 り84、(85法衣 ・托 鉢 の食 物 ・寝 台 と
座具、病 い を癒 す薬 品な どの生活必 需 品85)によって もて な しを した。か の世 尊
は、二 ヶ月の あいだ、食事 をな さ った。[彼女 はか の如 来 に]サ ンダル を一足
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差 し上 げ た86。
[31]
[彼女 は]か の 無 上 正 等 菩 提 を 欲 す る こ と に よ っ て 、 カ ー シ ャ パ87如来 に 黄
金 の 花 輪 を 投 げ か け て 、 『私 が 無 上 正 等 菩 提 に(88授記 し て い た だ け な い 間 は88)、
女 性 の 本 質 を 転 じ る こ とが な い よ う に89』と 言 っ た 。 ア ジ タ よ 、 こ れ が バ ラ モ
ン の 女 で あ る シ ュ リ ー マ テ ィ ー の 昔 の 善 根 で あ る 」。
[32]
世 尊 が こ う お っ し ゃ っ た と き 、 ア ジ タ 菩 薩 摩 訶 薩 、 バ ラ モ ン の 女 で あ る シ ュ
リ ー マ テ ィ ー 、 神 ・人 ・ア ス ラ ・ガ ン ダ ル ヴ ァ を 含 む 世 間 の 者 は 、 歓 喜 し て9°、
世 尊 の こ と ば を ほ め た た え た 。
[00]
『バ ラ モ ン の 女 で あ る シ ュ リ ー マ テ ィ ー に よ る 問 い 』 と い う名 の 聖 な る 大 乗
の 経 典 を 終 わ る 。
(91イン ドの 学 匠(92スレ ン ド ラ ボ ー デ ィ と プ ラ ジ ュ ニ ャ ー ヴ ァ ル マ ン
、 翻 訳 僧
イ ェ シ ェ デ ー な ど92)が、 翻 訳 し 、 校 閲 し 、 刊 定 し た91)。
2.2訳 注
[off
1)チ ベ ッ ト訳(spalldanma)とその サ ン ス ク リ ッ ト表 記(srimati)によれ ば、「功 徳(§ri)
を持 った(mat)」(つま り、 「裕 福 な、 幸福 な、 美 しい、 有名 な、 威厳 の あ る」 の意 の形容
詞)の 女 性 形 で 、 これ は(流)「 有 徳 女 」(智)「徳 女」 に相 当 す る。 と こ ろが 、(法)は
「首 意(srimati)」つ ま り 「功 徳 意 」 とす る。 『華 厳 経』 「入 法界 品 」 に は善 財 童 子 を導 く
善 知 識 の 一 人 として 、Srimati-d穩ik竄ｪ登 場 す るが(Gv360.1-367.9)、そ の章 の末 尾 で
は、Sri-matの女性 形 の か た ち に な って い る(Gv367.7:§rimaty竅惑.Sing.Gen.,Gv367.
8:§rimatim:f.Sing.Ac.)。漢訳 は、 三本 と も 「有 徳 童女 」 とす る(TaishoNo.278,vol.9,
767b5;No.279,vol.10,419c4;No.293,vo1.10,809a14)。また 、 『ア ヴ ァ ダ ー ナ ・シ ャ
タ カ』 の 第54話(Av136.12-139.12)はSrimatiと題 す るが 、 そ の 漢 訳(『撰 集 百 縁 経 』)は、
「功 徳 意(Srimati)供養 塔 生 天 縁 」(TaishoNo.200,vol.4,229c25-230b21)とす る(チ
ベ ッ ト訳 はdpalldanma。杉 本 卓 洲校 注 『新 国訳 大 蔵経 ・撰集 百 縁 経 』308-309頁参 照)。
『ア ヴ ァダー ナ ・シ ャ タ カ』 に よれ ば、後 宮 にい た あ る女 性(Srimati-n穃a-antahpurik?
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が 、 ビン ビサ ー ラ王 が建 てた 如来 の髪 爪 を納 めた塔(tath稟atasyake"sanakhast?a)が
ア ジ ャー タ シ ャ トル 王 の 禁 令 に よっ て 自恣(prav穩an?の 日に も清 掃 も供 養 もされ な い
の を見 て 、死 を覚悟 の うえ で、清 掃 し、灯 明 と花 輪 を さ さげ る が、その こ とで 、罪 に 問 わ れ殺
され る。彼 女 は、仞利 天 に生 まれ 、光 明 を放 つ 美 しい 身体 を もつ 天 女 とな るが 、そ の光 明 の 由
縁 を帝 釈 天 に問 わ れた(g穰ramkenavimrstak穗cananibhampadmotpal稈hamtava,
g穰ra'sriratul稾rteyamihatedeh穰prabh穗ihsrt?vs.1ab)彼女 は 、生 前 積 ん だ功
徳 を説 明 し、その 業 に よ って生 天 し威 厳 に よっ て輝 く美 しい 身体 を得 た(tatkarman?sriy?
dehamr稻ate'bhyadhikammama:vs.4ab)と答 えて い る。 この場 合 、 直接 に は、身 体
の美 し さ を'sriと表 現 して い るが 、 この美 し さ は生 前 に積 ん だ功徳 に 由来 して い るの で あ る
か ら、Srimatiの名 に は容 貌 とそ の 根 拠 とな る功徳 の両 方 の意 が 込 め られ て い る と言 って
よいで あ ろ う。 『デ ィヴ ィヤ ・ア ヴ ァダ ー ナ』 の第36話(M稾andik穽ad穗a)にお い て も、
独 覚 に食 物 を布 施 した 二 人 の 女性 の うち の一 人 が 、 そ の功 徳 に よ っ てSrimatiと い う
名 の美 女 に生 まれ る話 が で て くる(Divy463.5-6:tatkarmanovip稾en穗upam稻穰?
ek稟hosilasyagrhapaterduhit稻穰穃ah龝undari'srimatip穃a.一その行 為 の 結果
(業異 熟)に よって[ク シ ャ ト リヤ の女 の方 は、 マー カ ンデ ィカ の娘 で あ る]ウ パ マ ー と
して誕 生 し、 もう一人[の バ ラモ ンの 女 の方]は 、 ゴー シラ長 者 の娘 とし て シ ュ リー マ テ
ィー とい う名 の とて も美 しい 女性 と して 生 まれ た)。彼 女 は ヴ ァ トサ国 の ウ ダヤ ナ王 の後
宮 に入 る が 、比 丘 を見 た い との希 望 を聞 き入 れ て も らお う と断食 を実行 した りす る(彼 女
の 希 望 を 満 た すべ く、 父 の ゴー シ ラ長 者 が シ ャー リプ トラ を招 待 す るが、 こ の こ とが 結果
的 に あ る 律 の規 定 を導 くこ とに な る。Cf.S.Hiraoka"TheRelationbetweenthe
Divy穽ad穗aandtheM?asarv龝tiv稘aVinaya"JIPh#26(1998),419-434,esp.424-
425.)。本 経(『有徳 女 所 問経 』)にお いて も、過 去 仏 に対 す る供 養 の 果報 に よ って現 世 にお い
て女 性 と して 生 まれ た こ とが述 べ られ て い るか ら、 本 経 お よび上 掲 の 出典 に お い て、Sri-
matlある い は そ の読 み を支 持 す る漢 訳 語 「首 意 、功 徳 意 」の存 在 に関 わ らず、 本 来 は、Sri-
matiが正 し く、 また その意 味 は 「過 去 に積 ん だ功徳 に よ って美 し く生 まれ つ い た女 性 」 と
い うこ と に な ろ う。
な お、 『ジ ャー タ カ(本 生 経)』 に よれ ば、本 経 に も出 て くる過 去 七仏 の 一代 前 の プ ッサ

















2)「 あ る と き(ekasminsamaye)」が前 の 「聞 いた(srutam)」にか か っ てい るのか 、後
ろの 「滞 在 して お られ た(viharatisma)」にか か って い るの か 、 あ る い は両 方 に か か っ
て い る と解 釈 すべ きな のか につ い て は、 学者 の問 で必 ず し も意 見 は 一致 して い な い。 チベ
ッ ト訳 はす べ て の伝本 にお い て 「あ る と き('dugcigna)」の あ とに句読 を入 れ て い るが 、
こ こは[還 元梵 文]に し たが っ て訳 した 。 日本 の 学 者 に よ る論 考 に つ い て は、 岡本 一 平
「仏 典 冒 頭 の慣 用 句 再 考 」 『印 度 學 佛 教 學 研 究 』#46-1(1997年)、164-171頁参 照 。1992
年 まで の欧 米 の学 者 の論 考 につ い て は、下 田正 弘 『蔵 文 和 訳 『大 乗 涅 槃経 』(1)』1993年、
23頁参 照 。 下 田が 挙 げ て いな い英 文 の 論 文 に次 の ものが あ る。YuichiKajiyama"Thus
SpoketheBlessedOne",Pyajn穡穩arnitdandRelatedSystems:StudiesinhonorofEd-
wardConze,1977,93-99;BrianGalloway"`ThusHaveIHeard:AtOneTime'"
(IIJ#341991,87-104).また、1992年以 降 の 論 考 と して は、MarkTatz"`ThusI
HaveHeard:AtOneTime'"(IIJ#401997,117-118);BrianGalloway"AReply
toProfessorMarkTatz"(zzJ#401997,367-371)があ る。 この ほ か、 パ ー リ聖 典 の
特 にDigha-Nik窕aにお け る定 型 的 表 現(あ る人 が ブ ッダ や比 丘 等 に近 づ く場 合 、 ま た ブ
ッダや 比 丘 等 が別 の あ る ひ とに近 づ く場 合 の)を 検 討 した マ ー ク ・ア ロ ン は、evamme
sutamとekamsamayamとが韻 律 と音 に おい て酷 似 して い る こ とを指 摘 した うえで 、両
者 の問 に句読 を入 れ て い る(MarkAllon,StyleandFunction,TheInternationalInsti-
tuteforBuddhistStudies,1997,pp.195,246,246,287)。F・トー ラ とC・ ドラ ゴ ネ ッテ
ィは、 上 掲 の諸 論考(と りわ け ギ ャ ロウ ェイ とア ロ ンの所 論)を 踏 まえて 、evammeSU-
tamekamsamayam/evammay?srutamekamsamayamは、 話 者 が以 下 の エ ピ ソー ド
を実 際 に聞 い たの だ とい う こ とを伝 えて い る の で はな く、 む し ろ 「真 正 さ の 印章 」 と して
機 能 して お り、 同 時 に、ekamsamayambhagav?...viharati/ekasminsamayebha-
gav穗_.viharatismaの方 は、 ブ ッダが 規定 に した が って各 地 を遊行 してい た事 実 を反
映 し てい る、 として い る(F.TolaandC.Dragonetti"Ekamsamayam",1刀#421999,
53-55.)0
なお 、8世 紀 後半 の ナー ラ ンダー の 学 匠 とされ るヴ ィー リヤ シ ュ リー ダ ッタ は 『決 定 義
経 註 』 にお いて 、 「あ る とき」 を後 ろ にか け る解 釈 の ほか に、前 にか け る解 釈 を あ げ、 そ
こで は、 「あ る と き次 の よ うな こ とを 聞 いた 。 他 の時 に は他 の 事 を も聞 い た」 と して 、 聞
き手 の ア ー ナ ン ダが 多 聞 で あ る こ と を述 べ て い る、 と して い る(本 庄 良 文 『梵 文 和 譯 決
定 義 經 ・註 』、1989年、42頁参 照)。
3)drangstunglhungbariBagskyinags(Skt.Rsipatana-Mrgad穽a,P?Isipatana-
Migad窕a)は、 一 般 に 「仙 人 の 集 まる所 で あ る鹿 の 園」 と訳 さ れ、 漢 訳 も(法)「 鹿 苑 仙
人 所 止 處 」([7a]では 「仙 士 鹿 苑 」)(流)「仙人 住 處 施 鹿 林 」 とす る。 サ ン ス ク リ ッ ト諸
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チ ベ ッ ト訳 『有 徳 女所 問 経 』(1)・和訳
写 本 に お い て は、Rsipatanaのほ か に 、°patana,ovadana,obhavanaなどの語 形 が見 られ 、
サ ンス ク リ ッ ト ・パ ー リ諸 文 献 に おい て も さま ざ まな語 源 解 釈 が 行 わ れ て い るが 、 コ レ ッ
ト ・カイ ヤ に よれ ば、 パ ー リのisipatanaはSkt.*rsya+vrjana(鹿+園)の中期 東 イ ン ド
語 形 の*isivayana(-ana)のhypercorrectionであ っ て、migad窕aと同 義 で あ る とす る
(ColetteCaillat"lsipatanaMigad窕a",JA#2561968,177-183.)0
4)[還元 梵 文]に した が え ば、s穩dhamの位 置 を考 慮 し て、 「〈七 百 人 の比 丘 た ち と数 多 く
の菩 薩 摩 訶 薩 た ちか らな る〉比 丘 の大 集 団 とと もに」 と訳 す べ きか もしれ な い。 この場 合 、
「比 丘 の大 集 団」 の 中 に、比 丘 と菩薩 が含 まれ る こ とに な る。 つ ま りく 比 丘 と菩 薩 が 同 じ
出 家 の集 団 に属 してい た ことに な るが 、少 な くと も本 経 の チ ベ ッ ト訳 で は 、仏 陀 が 托鉢 に
出 る と き に、比 丘 であ るアー ナ ン ダ と菩薩 で あ るア ジ タが 一緒 に 随行 して い る こ とか ら、





bodhau."(K龝sya1.2-6)の部 分 を長 尾 雅 人 ・櫻 部 建 訳 は 「… …大 勢 の 比丘 か ら成 る僧 団 とい
っ し ょに お られ た 。八 千 人 の比 丘 が いた し、また一 万 六 千 人 の菩 薩 た ちが 一 緒 で あ った」 と
す る(中央 公論 社 『大乗 仏 典9宝 積 部 経 典 』(1974年)7頁)。多 くの大 乗 経 典 で は[還元 梵
文]に み られ る形 式 を とるが 、な か に は、『三 昧 王経 』の よ う にs穩dhamを2回用 い て 、比 丘 と
菩 薩 を切 り離 す形 式 もあ る。Sam稘h1.1-2:evammay龝rutam.ekasminsamayebha-
gav穗r稻agrheviharatismagrdhrak?eparvatemahat稈hiksusamghenas穩dham-
parip?nenabhiksuniyuta'satasahasrenaa'sity稍abodhisattvaniyutaihs穩dham.(…
…世 尊 は …… 百万 の百 万倍 もの比 丘 た ち で満 ちた 大 比丘 集 団 と と もに、 また 、八 十 の 百万
倍 もの菩 薩 た ち と もに滞在 して お られ た 。)
な お、 比 丘 の数 を七 百 人 とす るの は チベ ッ ト訳 の みで 、(法)(流)と も 「五 百 人」 とす
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kami.(SNII215.16-19)
5)[還元 梵 文]に した が って 訳 した が 、 チベ ッ ト訳 を忠 実 に訳 せ ば 「上 衣(c3vara)と下
衣(niv龝ana)を身 に つ け鉢(p穰ra)を 手 に とっ て」 と な る。 な お 、パ ー リの 註釈 で は
niv龝etv竄?「精 舎 の 下 衣(vih穩aniv龝ana)を着 け て」 ま た は 厂村 に入 る た め に(ga-
mappavesanatth窕a)着て 」 の意 と し、pattacivaram稘窕aを「鉢 を手 に よ って、 衣 を





(法)は 「賢 者 阿難 侍如 常 儀 」 とす る。 なお、 チ ベ ッ ト訳 に よれ ば 、仏 陀 と とも に托 鉢 に
出 か けた の は 「アー ナ ンダ 長 老 とア ジタ菩 薩 摩 訶 薩 」 の 二 人 だ が 、(法)は 「賢 者 阿 難」
の み 、(流)は 「阿 逸 多菩 薩 訶 薩」 のみ を随侍 者 とす る。
7)ア ジ タ(Ajita)は、大 乗 仏 典 で は ふ つ う、 弥 勒(Maitreya)の異 名 と され る。呼 び か
け る とき に用 い るの が一 般 的 だが 、 菩 薩名 として地 の 文 で も用 い られ る こ とが あ る。 た と
えば、tatrakhalubhagav穗ajitambodhisattvammah龝attvam穃antrayatesma.pas-
yasitvamajita__..(Sukh56.17-18)。な お、AjitaとMaitreyaの関係 な ど弥勒 問 題 につ
い て、 ラモ ッ トは、 そ の 『イ ン ド仏 教 史』 第7章 にお い て詳細 に論 じて い る(且Lamotte,
HistoireduBouddhismeIndien,desorigines?'靡eSaka,Louvain1958,775-788.)
そ れ に よれ ば、 弥勒 に 関 す る仏 教 文 献 は、(1)バ ー ヴ ァ リ(B穽ari)の弟 子 とし ての ア
ジ タ とマ イ トレー ヤ、(2)予 言 を受 け る マイ トレー ヤ、(3)未 来 の転 輪 聖 王 ア ジ タ と未
来 仏 マ イ トレー ヤ 、(4)ア ジタ(不 敗 者)と 呼 ば れ るマ イ トレ ー ヤ、 の4種 に分 類 で き
る とい う。 さ ら に、 これ を踏 ま えて各 自 の見 解 を披 瀝 した もの に、 次 の 論 考 が あ る。 岩 本
裕 『佛 教 事 典 』(1978年、読 売 新 聞 社)「 弥 勒 」 の項(303-304頁);渡辺 照 宏r弥 勒 経 一
愛 と平和 の象徴 』(『渡 辺 照宏 著 作 集 第3巻 』1982年、 筑 摩 書 房)第2章 「弥 勒 仏 説 話 の 成
立 」(29-104頁)。この他 、L.Lancaster,Maitreya,EncyclopediaofReligion,ed.byM.
Eliadeetal,MacmillanPublishingCompany,NewYork,1986,Vo1.9,sv;雲井 昭
善 『未来 の ほ とけ 一弥勒 経 典 に聞 く』(佛 教 大 学 四 条 セ ン ター 叢 書1,1992年)163頁以 下
参 照 。
8)チ ベ ッ ト訳 はgrongkhyer(Skt.nagara)とす るが 、[参考文](2)にあ る よ う に、多 くの
















(2)(a)adraksinm稾andikahparivr稻akobhagavantamd?稘eva.....nisannam　 　 　 　 　ロ 　












9)mtharchagssu(Skt.s穽ad穗am,P?sapad穗am).(法)「普 次街 里 」(流)「於其 城
中 次第 行 乞 」。 パ ー リ文 献 によれ ば、sapad穗ac穩ikaは第 四頭 陀行 に相 当 し、家 か ら家 へ




(a)に相 当 す る。
11)mdzespa,dangbarbyaba.[参考 文](1)(2)(3)の(f)に相 当 す る。
12)dbangpozhiba,thugszhiba,dulbadangzhigraskyipharoltusonpa,zhignas
mchoggipharoltubyonpa,zhibadulbabsrungspa,sdigpamedpa,dbangpodul
ba.[参考 文](1)(2)(3)の(d)に相 当 す る。 な か で は、 と くに(3)のLvに近 い。 な お 、チ ベ
ッ ト訳 で は 「龍(.:.)」 の比 喩(Lv:guptojitendriyo.:.ivasud穗to)を欠 い て い
るが 、(流)で は 「譬 如 龍 王有大 威 徳 」 とあ る。 『遊 行 経』 に は仏 陀 の様 子 を表 す こ とば と
して 「容 貌 端 正 、諸 根 寂 定 。善調 第 一 、 譬 猶 大 龍 。以 水 清 澄 、無 有 塵 垢 。 三 十 二 相 ・八 十
種 好 、荘 嚴 其 身 」(TaishoNo.1(2)vo1.112b1-3)とあ り、 また 厂容 貌 端 正 、諸 根 寂 定。 得
上 調意 、 第 一 寂 滅 、譬 如 大龍 。亦 如 澄 水 清 淨無 穢 」(TaishoNo.1(2)vo1.119a5-7)とい う
表 現 が あ る(パ ー リ文 『大般 涅 槃経 』 に は対 応 す る表 現 は な い)。 また 、 『四分 律 』 に も、
「遙 見世 尊 、 顔 貌端 正 、 諸根 寂定 。 得 上 調 伏 、 第一 寂 滅 、 諸 根堅 固、 如 調 龍 象 。意 不 錯 乱 、
猶 水 澄 清 、 内 外 清 徹 」(TaishoNo.1428vo1.22592c7-9)とあ る(627b11-13,690a18-
20,939a7-9にもほぼ 同 じ表 現 が あ る)。
13)khadogbzangporgyaspamchogdangldanpa.[参考文](1)(2)(3)の(f)に相 当 す る
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が 、(3)のparamar?adh穩i6こ近 い 。
14)mtsholtardangzhinggsallarnyogpamedpa(Skt.hradaiv稍cho'n穽ilo
viprasannah).[参考 文](1)(3)の(e)に相 当 す る 。●
15)gsergyimchodsdongltarmngonpar'phagspamibskyodpa,mig'yobabrnyespa,
dealgyis'barba.[参考 文](4)および(2)の(h)に相 当 す る。 ここで言 及 され るy?a
(mchodsdong祭柱)は バ ラモ ン教 の祭 祀 に お いて立 て る柱 で あ り、犠 牲 獣 を これ につ
な いで殺 す 。 また 、 『デ ィヴ ィヤ ・ア ヴ ァ ダ ー ナ』 第3章 「マ イ トレー ヤ の物 語 」 で は、
宝 玉 を ち りばめ た この黄 金 の 柱(y?a)が 、 弥 勒仏 出現 の契 機 とな る重 要 な役割 を果 た し
て い る(Divy34-40)。こ の 黄 金 の 柱 の 荘 厳 な よ うす は、 た と え ば 『長 老 偈(Thera-
g穰h?』163・164偈で も 描 写 さ れ て い る。 な お、 パ ー リ 注 釈 で はy?aを 「宮 殿
(p龝稘a)」と解 す るが 、(法)の 「呈 如 大殿 而 有 寳柱 」 は、 こ うい う解 釈 を踏 まえた もの
か 。 一語 に複 数 の意 味 が読 み とれ る際 に いず れ の意 味 を も訳 出 す る こ とが あ る の は竺 法 護
訳 の特 徴 の 一 つ で あ る。 詳 細 は、 ダ イ エ ル ・ブ シ ェ 「ガ ンダ ー ラ 語 と初 期 漢 訳 」(吹 田 隆
道 訳)『佛 教 大 学 仏 教 学 会 紀 要 』第6号(1998年)、33-47頁参 照 。Cf。SP24.7(v.67):
buddh?sca.....suvarnaynp稱vadar'saniy禀;SP149,10(v.19):suvarnay?apratimo.● ● 、 ■
16)lhamme,lhanne,lhangnge(Skt.bh龝atetapativirocate,P?bh龝atitapativiro-
cati).仏を形 容 す る定 型句 。Cf.Mvy6289-6291;Sukh55.26.
17)チベ ッ ト訳 お よび(流)に は参 考文(1)の(b)に相 当 す る部 分 は 存 在 し な い が、(法)に
は 「有三 十 二 大 人 之相 荘嚴 其 身 。 八十 種 好 遍 布 其體 。 呈如 大 殿 而 有 寳 柱 。 如 須 弥 山峻 峙 顯
特 。 如 月盛 満 衆 星 中明 。 如 日出光 晃耀 暉 赫 无 所 不照 」 とあ る。 こ の部 分 に近 似 す る表 現 が
『デ ィ ヴ ィヤ ・ア ヴ ァ ダ ー ナ』 『ア ヴ ァダ ー ナ ・シ ャタ カ』 等 に頻 出す る。 その 典 型 的 な
一 例 をあ げ てお く。





(かの 婆羅 門 の娘 は、32の偉 大 な人 の 特徴(三 十 二大 人 相)に よっ て飾 られ、80の副次 的
特 徴(八 十 種 好)で 身 体 が 輝 き、[身体 の 周 りが]一 尋 の光 明(円 光 一 尋 相)で 飾 られ、
太 陽の 千個 分 を超 え る輝 き を持 ち、 動 く宝石 の 山(ス メ ール 山)の 如 く、 あ ら ゆ る点 で端
厳 な世 尊 を見 た。)(法)の 後 半部(下 線 部)・は 『遊 行経 』 の 「如 来在 座 光 相 獨 顯 、 蔽諸 大
衆 、譬 如秋 月。 又 如天 地 清 明 、淨 無 塵 翳 、 日在 虚空 光 明獨 照 」(TaishoNb.1(2)VO.114a
7-9)と関係 が あ るか も知 れ な い。
[4]
[参考 文]
(1)(adr稾sits稘穩ik稈uddhambhagavantamdv穰rim'sat穃ah穡urusalaksanaihロ の コ 　 コ 　 　 　
samalamkrtam.....samantatobhadrakam.)drstv稍ad穩ik窕穃ah穗pras稘aut-•œ•œ •œ•œ•œ
pannah.tatolabdhapras稘窕稙tadabhavat.......tatod穩ik穰atpr穰ih穩yamdrstv?　 　 りり　
prasannacitt稈hagavatahp稘ayornipatyacetan穃pusn穰i......(Av71,9-16)● ● ● ●
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18)仏の威 厳 に み ちた 姿 を見 た人 が 心 清 ら か(prasanna-citta)にな っ て、 頂 礼 、 合 掌 、帰
依 す るの は 、 仏 典 頻 出 の シ チ ュエ ー シ ョ ン。典 型 的 な例 を挙 げ れ ば 、 『アパ ダ ー ナ』 長 老
譬 喩85話に は 「[森の 中 を来 られ た の を見 て、 そ の]偉 大 な仙 人 ・ヴ ィパ ッ シ ン仏 の光 輝
に よっ て 、 私 は心 を清 らか に し、合 掌 しつ つ、 頂 礼 し、跪 坐 致 し ま した 。(Apa129.17-
18:ramsecittampas稘etv穽ipassissamahesino/paggayhaanjalimvandimsiras?
ukkutimaham//v,3)」、 同 じ く29話に は 「[市場 の 中 を歩 ん でお られ る ヴ ィパ ッシ ン仏
　 　 　
を]見 て 、 私 は心 清 らか に な り、 喜 び に満 ち、 合 掌 を一 度、 致 し ま した。 そ の とき私 が 合
掌 を し、 そ れ 以後91劫も悪 い生存 状 態 を知 る こと はあ りませ んで した が 、 これ が合 掌 の 果
報 で す 。(・Opa80.15-17:disv穡asannosumanoekanjalimak龝'aham//ekanavut'ito
kappeyamanjalimkarimtad?duggatimn稈hij穗穃ianjalissaidamphalam//
v.2cd-3)」とあ り、 『長 老 偈 』 に は 「そ の と き、 私 は、畏 れ る こ との ない 師 、 正 しい 悟 り
を得 た 人 を見 て 、 そ の方 に浄 信 を もち、 出 家得 度 し ま した(Thera84.8-9:ath'addas龝i
msambuddhamsatth穩amakutobhayam,tasmimcittampas稘etv穡abbajimana-.......
g穩iyam.v.912)」とあ る。 この よ う に、 仏 陀 の 瑞 相 を見 て 喜 び 満 足 した 信 の状 態 を浄 信　
(Skt.pras稘a,P?pas稘a)と い う が 、 こ の 浄 信 は 、 迷 い や 疑 い が は れ て 清 浄 な 心 と な
り、 真 理 そ の も の あ る い は 真 理 を 示 し て くれ た 人(仏 陀)に 対 す る 絶 対 帰 依 の 心 境 を 指 す
と さ れ る(田 上 太 秀 『菩 提 心 の 研 究 』1990年、36頁)。 な お 、 『デ ィ ヴ ィ ヤ ・ア ヴ ァ ダ ー
ナ 』 『ア ヴ ァ ダ ー ナ ・シ ャ タ カ 』 に お け る 浄 信(cittapras稘a,prasannacitta)の事 例 に つ
い て は 、 岡 本 健 資 「ア ヴ ァ ダ ー ナ 文 献 に お け る 授 記 」(『印 度 學 佛 教 學 研 究 』#48-2、2000












22)漢 訳 で は 「心 地 よ い 」 の は シ ュ リー マ テ ィ ー の 方 で あ る 。(法)「 首 意 悦 豫 」(流)「 有 徳
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婆羅 門 女 心生 歡 喜 」。
[7a]
23)いわ ゆ る初 転 法 輪 の こ とだが 、 以 下 で述 べ られ る よ う に、 本 経 は その 内 容 を十二 支 縁 起
の教 説 だ とす る。十 二 支 縁起 が 初 転 法輪 の 内容 だ とす る記 述 は、本 経 の ほ か に は、 わず か
に 『普 曜 経 』(TaishoVol.3530b1-16)や『方 広 大 荘 厳 経 』(TaishoVol.3608a9-24)
が あ るだ け で あ る。 しか も後 者 の 場 合 、十 二 因縁 は 中道 ・四諦 ・五 蘊 等 と と も に説 かれ た
とし、 十 二 因縁 の み を初 転 法輪 の 内容 とす る もの で はな い。
なお 、 周知 の ご と く、 大乗 経 典 で は 、 自 らが 主張 す る教 説 を以 下 の よ う に、 第二 あ る い
は第 三 の転 法 輪 と した りす る。SP69.12-13:p皞vambhagavat穽穩穗asy穃rsipatane　 　 　　
mrgad穽edharmacakrampravartitamidampunarbhagavat稘y穗uttaramdvitiyam
dharmacakrampravartitam.(かつ て世 尊 は、 ヴ ァー ラー ナ シー の仙 人 の集 まる所 で あ る
鹿 の園 にお い て法輪 を転 ぜ られた が 、今 日再 び 、世 尊 は この第 二 の最 高 の 法 輪 を転 ぜ られ
た。);PvspII・III184.17-18:dvitiyambatedamdharmacakrapravartanamJ穃b箞?
　 　 　
dvipepa'sy穃ah.(ああ 、 これ は この世 界(閻 浮 提)に お け る第 二 の転 法 輪 だ と私 た ち は
見 ます。);『 解 深 密 経 』巻 二 「無 自性 品 第 五」:世 尊 、初 於 一 時、 在 婆羅 瘧 斯 仙 人 堕 處
施 鹿 林 中 、惟 爲 發趣 聲 聞 乗者 、 以 四 諦 相 、轉 正 法 輪 。 …… 是未 了義 。 是 諸 諍 論 安 足處 所 。
世 尊 、 在 昔第 二 時 中、 惟 爲發 趣 修 大乗 者 、 依 一切 法 皆 無 自性 無 生 無 滅 本 來 寂 靜 自性 浬 槃 、
依 隠 密 相 、轉 正 法輪 。 … …猶 未 了 義 。是 諸 諍 論 安 足處 所 。 世 尊 、在 今 第 三 時 中 、普 爲 發 趣
一 切 乗 者 、依 一切 法 皆 無 自性 無 生 無滅 本 來 寂 靜 自性 涅 槃 無 自性 性 、依 顯 了相 、 轉 正法 輪 。
第 一 甚 奇 最爲 希有 。 于 今 世 尊 所 轉 法 輪 、無 上 無 容 是 眞 了義 、 非 諸 諍 論 安 足處 所 。(Taisho
No.676vo1.16697a23-b9.Cf.SamdhiｧVII-30.)












25)deskadcesgsolpadang.チベ ッ ト文 を正 確 に訳 せ'ば 「[彼女 が]そ の よ うにお願 いす
る と」 とな る。対 応 す る梵 文 のevamukteは、 一 般 に は 「そ う言 わ れ て(世 尊 は… …)」
と訳 され るが 、正 確 に は 「[彼女 が]そ の よ うに言 った とき」 の意 。
26)(法)は仏 陀 の言 葉 の 冒頭 に 「若計 有 我 便 有終 始 、起 於 不 起 」(も し我 あ り と妄 想 す る と、
-24一
チ ベ ッ ト訳 『有 徳 女 所 問 経 』(1)・ 和 訳
生 死 と い う も の が 有 る こ と に な り、[本 来]発 生 し な い も の を発 生 さ せ る こ と に な る)の












s稾穩amdh穩myamdharmacakrampravartitamapravarty[am'sra]manenav?　 　 　 　 　
br禀manenav稘evenav穃穩enav稈rahman穽稾enacidv稷okesahadharmatah.







27)[参 考 文](1)に あ る よ う に 、[8]の い わ ゆ る 流 転 分 と 同 様 、[9]の 還 滅 分 に お い て も
本 経 は 『マ ハ ー ヴ ァ ス ツ 』 や 他 の 経 典 の 伝 え る 形 式 と 完 全 に 合 致 す る が 、 別 に 「老 い と死
(jar穃arana)」と 「憂 い('soka)」以 下 と を 切 り離 す 所 伝 も あ る 。 た と え ば 、 『四 衆 経 』
　
や そ の対 応 パ ー リ律(Vn)な ど(CPS§7.3(S.102),CPS§7.4(S.104))。この 他 、
『城 邑 経(Nagaras皦ra)』は前 者 、 『大 本 経(Mah穽ad穗as皦ra)』は後 者 で あ る(た だ
し、 い ず れ も流 転 分 は、識 と名 色 の 相 互 依 存 とす る十支 縁 起 で あ る)。詳 細 は、吹 田 隆道
「梵文 「大本 経 」 縁 起 説 の 復 元 につ いて 」(『仏教 史 学 研 究 』#24-2、26-43頁)の35-36、
39-40頁、 お よ び 『現代 語 訳 「阿 含 経典 」 一長 阿 含 経 』第1巻426頁の 注(34)、お よび 同第
3巻255頁の 注(30)参 照。 仏 教 教 理 と して の 縁起 説 の 展 開 に 関 して は、 森 章 司 『原 始 仏
教 か ら阿 毘達 磨 へ の仏 教 教 理 の研究 』(1995年、東 京 堂 出版)469-612頁「第五 章 縁 起 説 と
その 展 開 」、 お よび三 枝 充 悳 『縁 起 の思 想 』(2000年、 法蔵 館)参 照 。
28)chosdang'thun(mthun)par.[参考文](2a)(2b)によれ ば、 対応 す るサ ンス ク リッ ト
は、sahadharmata与また はsahadharmena。Cf.BHSDp.587.
29)[参考 文](2a)(2b)によれ ば、apravartyam(転じ る こ とは 出 来 な い)だ が 、対 応 す る　
パ ー リ文 で はappativattiyam(逆転 出来 な い)と な っ て い る。CfJJJones,TheMahd-
vastuvo1.III,1956,p.328,f.n.2.なお、(流)はL切 世 間 、若 沙 門 、 若 婆 羅 門、 若 天
・魔 ・梵 、悉 無 有能 如 法 轉者 」 と し、 チ ベ ッ ト訳 に合致 す る。
30)(法)は最 後 に、 「若受 奉 行 、 因 可得 度 」(も し[こ の 教 え を]受 けて 実 践 す れ ば、 それ
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に よ って悟 りを得 る ことが で き る)と い う一 文 を加 える。
[lo]
31)(智)では 「無 明 は内 に あ るの で し ょ うか」 「外 に あ る ので し ょう か」 「内 外 に あ る の で
し ょうか 」 とい う三 つの 問 い に な って い る。 諸 法 を 内 ・外 ・内外 に分 け て その 空 を説 くの
は空 観 に お け る 常 套 の 論 法 。 た と え ば い わ ゆ る 「十 八 空 」 の う ち の 最 初 の 「内 空
(adhy穰ma-"s?yat?」「外 空(bahirdh竏黌?yat竅v「内 外 空(adhy穰ma-bahirdh竏?s??
nyat?」(『大 智 度 論 』 巻31、TaishoVo1.25285b5-17)など。 また 、梵 本 『大 般 涅 槃
経 』で は身 体 ・受 ・心 ・法 に 関 し て、 内 的 に(adhy穰mam)、外 的 に(bahirdh?、内 外
両 面 で(adhy穃abahirdh?、観 察 す る こ とが述 べ られ て い る(MPS§10.14(S176),§
14.25(S200))。な お 、 『入 楞 伽 経 』 に よ れ ば、 一 切 法 の 縁 起 に は 外(b禀ya)と 内
(adhy穰mika)の2相が あ り、 外 の縁 起 は泥 ・杖 ・車 ・糸 ・水 ・人 の努 力 な どに よ って
瓶 な どが 生 じる こ とな ど、 内の 縁起 は無 明 ・渇愛 ・業 や そ れ らか ら生 じる蘊 ・界 ・処 な ど
とす る(Lank35.4-11)。また 、 『稲 竿 経 』 に よれ ば、 種 ・芽 ・葉 ・茎 …… 花 ・実 な どの一
連 の 因果 関 係 を外 の縁 起 と言 い、 地 ・水 ・火 ・風 ・虚 空 ・季 節 に よっ て 見 られ、 無 明 ・行
・識 以下 の十 二 支 を 内の 縁 起 と言 い 、地 ・水 ・火 ・風 ・虚 空 ・識 に よ っ て見 られ る、 とす
る(Sal34.32-36.44,43.1-45.28)。
(法)は 「法 寧 有 内 有 外 乎 」(法 とい う もの に内 が あ る ので し ょ うか、 外 が あ るの で し
ょ うか)と す る。以 下[12]ま で、(法)は 他 とは全 く異 な る読 み に な る。
[11]
32)「か なた の世 界('jigrtenpharol,Skt.paraloka)」は、 仏教 を含 めて広 くイ ン ド諸 文献
にお い て は、主 として、 死 後 の世 界 つ ま り未来 ・来世 の意 で 用 い られ て い る(た とえ ば、
Sam稘h174.9-10(v.15ab):nacaasmilokimrtuka"scinaro,paralokisamkramati
gacchativ?(どん な人 も、 この世 で死 ん で[そ の後 に]か なた の 世 界 に移 っ た り、 あ る
い は進 ん だ りす る こ とは な い。)本 文 の 場 合、 いわ ゆ る 「三 世 実 有 」 的解 釈 を前提 と して
い る とす れ ば、現 在 の 「形 成 作 用(行)」 の 原 因 を、 未 来 の 部 位 に あ る 「形 成 作 用」 また
は その 他 の 何 らか の 存在(法)に 求 め た 問 い と取 れ よ う。(流)の 「有 他 世 法 而 来 至 於 今
世 以 不(か の世 に法 が あ っ て そ れが この世 にや っ て来 る ので し ょうか)」 も、 この 趣 旨 と
思 わ れ る。 とこ ろが、(智)は 、 いわ ゆ る 「三世 両 重 因 果 説 」 に従 っ て い るの か 、 「無 明 は
過 去 世(先 世)か らや って 来 る もの で し ょうか 。 ……現 在世(此 世)か ら未 来 世(後 世)
に 至 る の で し ょうか 」 とす る。 『大 智 度 論 』巻5「 巧 説 因縁 法」 の項 に は この 「三 世 両 重
因果 説 」 に基 づ く十二 支 縁 起 の解 説 が あ る(Taishovo1.25100b12-c10)。
なお 、 『倶 舎 論 』 「世 間品 」 で十 二 支 縁起 の継 次 的制 約 をのべ た 箇 所 でparalokaを過 去 世
と未来 世 の意 味 で 用 い た例 が あ る。Akbh135.26-27:kathamparalok稘ihalokaiha-
lok稍capunahparalokahsambadhyate.(どの よ うに、 過 去世 か ら現在 世 が 、 さら に現
在 世 か ら未 来 世 が結 び つ くの で し ょうか 。);「 云 何 有情 三 世 連 續 、謂 從 前 世 今 世 得 生 、
今世 復 能 生於 後 世 」(TaishoNo.1558vo1.2949c13-15);「云 何 從 宿 世 現 世起 、復 從 現 世
来 世起 、 此 三世 次 第 相應 」(TaishoNo.1559vol.29206c4-5)。
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[12]
33)(流)は 「無 明 の 自性 は虚 妄 分 別 か ら生 じる の で あ っ て、・真 実 に生 じ てい る わ け で はな
い 。顛 倒 か ら生 じ るの で あ って、 理 に したが った もの として 生 じて い る わ け で は な い」 と
す る。(法)は この部 分 を欠 く。(智)は[12]全 体 で 〈無 明 に は生 じる こ と も滅 す る こ と
もな い。 実 体 性 の あ るな ん らか の存 在(法)を 無 明 と名 付 け るわ けで もない 〉 とす る。
[13]
34)類似 の比 喩 は大 乗 仏典 に散 見 す る。 た とえ ば 『シ ク シ ャー サ ム ッ チ ャ ヤ』所 引 の 「如 来
秘 密 経 」 な ど。Siks130.4-5:tadyath穡ip穃as穗tamatevrksasyam璉acchinnasya
sarva's稾h穡atrapal?s禀'susyanti,evameva's穗tamatesatk窕adrstyupa'sam穰sar-
vakle's穹pas穃yanti.(たとえば、 シ ャー ン タマ テ ィ よ、樹 が 根 を断 ち切 られ て し まった
場 合 、 その 枝 ・葉 ・群 葉 はすべ て枯 れて し ま うが、 ち ょ う どそ の よ う に、 シ ャー ンタ マ テ
ィよ、 有 身 見 が 鎮 まる こ とに よ って、 全 て の 煩 悩 は鎮 静 す る。)ま た、 「無 根 の樹 」 の比 喩




h穡ranidh穗aj稷ibh皦ahsamdr'syate.(たとえ ば、善 男 子 よ、 〈無 根 〉 とい う名 の樹 木 の
種 類 が あ り、 そ の根 の場 所 は知 られ な い が、 す べ て の 枝 ・葉 ・群 葉 が い っ ぱ い に茂 って 、
木 々 に網 が か け られ た よう に見 え る。 ち ょう どそ れ と同 じ よ う に、一 切 知 者 性 へ の発 心 の
根 の 場所 は 知 られ ない が、 す べ て の福徳 と知 と神 通が い っ ぱい に茂 っ て、 あ ら ゆ る世 間 の
生 存 に大誓 願 の網 が か け られ て い る よ うに見 え る。)
35)漢訳 はす べ て 「樹 」 とす るが、 チベ ッ ト訳 はzhugsshingnyagrodhaとす る。Skt.
nyagrodhaはいわ ゆる 「バ ニ ヤ ン ジュ」。 気 根 で増 殖 して行 く樹 が この種 の比 喩 に用 い ら
れ る理 由 は不 明 だ が、 仏典 で は、小 さな 功徳 で も大 きな果 報 が あ り う る こ との比 喩 として
巨大 なニ ャ グ ロー ダ樹 も きわ めて小 さ な種 子(芥 子 の実 の4分 の1の 大 き さ)か ら成 長 す
る こ とが あ げ られ る(た とえ ば、 『デ ィ ヴ ィ ヤ ・ア ヴ ァ ダ ー ナ 』第4章Br禀manad穩i-
k穽ad穗a)の で、 訳者 は それ を連 想、した もの か。
チベ ッ ト訳 のzhugsshingは護摩 木(Skt.agnid穩u,P?aggid穩u)のこ と。 護摩 木 に
は、 イ ン ドボダ イ ジ ュ(吉 祥 樹 、Skt.a'svattha,P?assattha)やウ ドンゲ ノ キ(優 曇鉢
羅 、Skt.udumbara)などを用 い るの が一 般 的 だ が(満 久崇 麿 『仏 典 の植 物』1977年、13
9頁)、『蘇 悉 地 羯囃 経 』 に は護 摩 木 に用 い るべ き12種の 木 の 一 つ と し て 「尼 倶 陀(nya-
grodha)」が あが って い る(TaishoNo.893vo1.18621c23-27)。
36)yalgadanglomadangyalgaphre'u.『蔵 文辞 典 』(1972年、 山喜 房 仏 書 林)に よれ ば、
phre'uはphraba,phramoと同 じ く 「微細 」 の意 。上 掲 『シ ク シ ャー サ ム ッチ ャヤ』 引 用
文 中 の §稾h穡atrapal竅倪hに対 応 す るチベ ッ ト訳 に はyalgadanglomadangyalga
phramoと あ る(デ ル ゲ版No,3940Khi133b1)。したが っ て、 本 経 のyalgaphre'uも
pal?saの訳 語 で あ る こ とが 想 定 さ れ る。 『法 華 経 』 に も、 §稾h穡atrapal竅和parin禀a
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(SP245.4)とあ り、 対 応 す る中 村瑞 隆 編 『チベ ッ ト訳 法華 経 』 で は、yalgadanglo
madang'dabmadangsbomsとなっ て い る。pal竅和に は 「葉 ・群 葉 ・花弁 」 の意 が あ
る とされ るが 、 『チベ ッ ト訳 法 華 経 』 の'dabmaは 「花弁 」 の 意 を取 った もので あ ろ う。
これ に対 して本 経 のyalgaphre'uや『シク シ ャーサ ム ッチ ャヤ 』 のyalgaphramoは
直訳 す れ ば 「微 細 な枝 、細 い枝 、 小 さ い枝 」 だが 、pal竅和の 「群 葉 」 の 意 に とっ た もの と
思 わ れ る。 『善 勇猛 般 若 経 』 に も次 の よ うな用 例 が あ る。Suvp120.13-14.:te'bhisyan一
り
dit禀santobah甁's稾h穡attrapal?s穗muncanti.(それ ら は[雨 に]潤 わ さ れ て 、 多 く
の 枝 ・葉 ・群 葉 を 茂 ら せ る。)
[14]




法 空 者 諸 法 自 相 空(『 大 智 度 論 』Taishovol.25207b4)。「自 相 空 」 が 「諸 法 空 」 の 意 味 だ
と す る の は 大 乗 仏 教 の 基 本 的 考 え 方 だ が 、 た と え ば 、sarvadharm禀s甁yat稷aksan?
　 　 　
anutpann秣niruddh秬...(Pph97.9)を、 玄奘 は、 厂すべ て の 法 は、 空 を特 徴 と してお り、
不 生不 滅 で … …」 と解 して、 「是 諸法 空 相不 生 不 滅」 と訳 して い る(TaishoNo.251vol.8
848c6)。し か し、 イ ン ド お よ び チ ベ ッ ト に お い て は、s?yat稷aksan竄?、s?yat?
　 　
alaksan竄ﾂま り、 厂空 性 で あ り特 徴 が 無 い 」 とす る解 釈 が 一 般 的 で あ る(望 月 海 慧 「『空
を特徴 とす る』 は仏 教 思想 か 」 『佛教 學 論集 』#20、1996年、25-37頁)。
な お 、(法)は 「欲 知 諸 相 、本 悉 清淨 亦 復 如是 。 諸 法 之 法 、 法 不 知 法 」 とす る。竺 法 護
が 「本 浄 」 「清 浄 」 を特 に強 調 す る こ と につ い て は、 河野 訓 「竺 法 護 訳 経 に お け る述 作 に
つい て」(『印度 學 佛教 學 研 究 』#44-2、1996年、547-552頁)参照 。
38)(流)は 「考 え 方が 迷 い巓倒 して い る愚 か な凡 夫 は、空 の意 味 を聞 こ う と も しな い し、
た とえ聞 い て も、 無知 な るが ゆ え に理 解 しな い」 とす る。 なお 、 次 注 に あ げ る 『プ ラ サ ン






　 　 　 り 　 り 　 　
skarotik窕enav稍穃anas?(とい うの も、 マ ンジ ュ シュ リー よ、 お よ そ 自 と他 と を見
る者 に は業 の造 作 が生 じ るか らで あ る。 マ ン ジュ シ ュ リー よ、教 え を聞 いた こ との な い愚
か な凡 夫 は、 す べ て の法 が まっ た く鎮 まって い る こ と を知 らな い の で、 自 と他 と を対 象 と
して とら えて しま うので あ る。 … …彼 は、貪 りつ つ 、怒 りつつ 、 愚 か で あ りつ つ、 身体 ・
こ とば ・心 に よ って、 三 種 に、 業 を造作 す る。)
な蓄 、(智)は この 節 全体 を 「諸 存 在 の真 の す が た(諸 法 相)は 空 で あ るの に、凡 夫 は
教 え を聞 い た こ とが な く智 慧 もない た め に[そ れ ら諸 存 在 に対 して]種 々 の 煩 悩 を引 き起
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こす 。 煩悩 は原 因 ・条件(因 縁)と な っ て 身体 的 ・言 語 的 ・心 理 的 な行 為(身 口意 業)を
引 き起 こ し、行 為 は原 因 ・条件 とな っ て次 の生 の 存 在(後 身)を 引 き起 こ し、 次 生 の 存在
が 原 因 ・二条 件 とな っ て[人 は]苦 や 楽 を感 受 す る」 とす る。(智)の みが 「惑 →業 → 苦 」
の関 係 を明 示 して い る。
[15a]
40)mngonpar'grubparbyedpa(Skt.abhinirvartayati,abhinirvartaka).Cf.Akbh356.
21:kimpunahk穩anamastamambhavamn稈hinirvartayati.([聖者 の流 れ に入 っ た
者(srota一穡anna)は]どう して第 八 番 目の存 在 を引 き起 こさ ない の か。)
41)(流)も 「第 一 義 諦 」 とす る が 、(法)(智)に は 「第 一 義」 ま た は そ れ に相 当 す る語 は
な い 。 た だ し、(智)は 全 体 を 「こ こ にお い て は真 実 に煩 悩 を引 き起 こす もの はな い し、
身 体 的 ・言 語 的 ・心理 的 な行 為(身 口意 業)も 存 在 しな い し、[その 結 果 た る]苦 や楽 を




navivikt稍etan稷okavyavah穩amup稘窕otpadyate.([対象 もそ れ を よ りど ころ と して
起 こる意 志 も とも に空 で あ るが 、対 象 の]特 徴 か ら離 脱 して い る意 志 が 生 じ る[と 表現 さ
れ る]の は世 間 の言 語習 慣 に基 づ い て で あ る。)ま た 、 『プ ラサ ンナ パ ダ ー』24章に次 の よ
うな所 論 が あ る。 第 一義 が 本性 として戯 論 を欠 い て い る ので あれ ば、 四聖 諦 ・縁 起 な どの








(確か に そ の通 りだが 、 しか し、指 示 と指 示 内容 、 知 とそ の 内容 な ど を特 質 とす る世 間
で行 わ れ て い る言 語習 慣 とい う もの を承 認 しな くて は、最 高 の真 実 は示 す こ とが で きな い。
示 さ れ な い もの は到達 す る こ とはで き な い。 最 高 の真 実 に到達 しな けれ ば、 涅 槃 は証 得 で
きな い。 この こ と を理 解 させ るべ く[師 は]、「言 葉 に依 らな けれ ば最 高 の 真 実 は示 され な
い。 最高 の真 実 に到達 し な けれ ば涅槃 は証 得 され ない 」 とお っ しゃ った。)
な お(流)は この部 分 を 「隨順 世 間 」 とす る。
43)(流)は 「第 一 義者 亦 隨世 間 而 立名 字 」 とす る。
44)「理解 させ る人(khongduchudparbyedpapo)」=「教 え を説 く人 」、 「知 る人('ses
parbyedpa)」=「教 えを聞 く人 」 と理解 して 訳 した 。(流)は 「實 義 之 中能 覺 所 覺一 切
悉 不 可得 故 」 とす る。
45)この 一 節 は(法)(智)に 対 応 部 分 を欠 く。 前 節6後 節 と も業 とそ の作 者 との 関 係 を論
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じて い るの で、 この節 は後 の挿 入 で あ ろ う。(流)を 正 確 に訳 せ ば 次 の よ うに な る。 「有 徳
女 よ、 尊 敬 に値 す る正 し く目覚 めた 人 で あ る如 来 は、 世 間 に 随順 して 、人 々 の た め に様 々
な教 え を広 く説 き示 すが 、 そ れ は、 最 高 の真 実 を悟 らせ よ う と欲 す るか らで あ る。 そ の最
高 の真 実 とい うもの もまた 、,世間 に随 順 して立 て られ た概 念 ・文 字 にす ぎな い。 とい うの
も、真 実 の局 面 にお い て は、 そ れ を悟 る人 も悟 られ る内容 もす べ て認 識 の対 象 と はな らな
い(言 葉 で 把捉 す る こ とはで きな い)か らで あ る」。
[16a]
46)業とその 作 者 の非 存在 を説 明 す る際 に、仏 陀 に よって 化作 され た化 人 が さ らに化 人 を化






(ちょ う ど、 教主(=ブ ッダ)が 完 全 な る神 通 に よっ て化 人 を化 作 し、 化作 さ れた その
化 人 が 、 さ ら に別 の[化 人]を 化 作 す る よ う に、 そ の よ う に、[行 為 の]作 者 は化 人 の あ
り方 を して い る。 いか な る業 も、 な され た もの で あ り、 そ れ は ち ょ う ど、 化 作 さ れ た人 が
別 の化 人 を化 作 した よ うな もので あ る。)
な お、(流)は 「諸 仏 が人 を化 作 し、 その 化作 され た 人 が さ ら にい ろい ろな 物 を化 作 す
る」 とす る。(法)は 多 少 文脈 が 異 な り、 「幻 術 師(幻 士)が 化 人 を化 作 した場 合 、化 作 さ
れ た そ の化 人 は 『自分 は化 作 され た』 と思 っ た り言 った りは しな い 」 とす る。(智)は こ
の節 全 体 を、単 に 「ち ょう ど、幻 師 が種 々 の事 を幻 作 す る よ うに」 とす る。
47)厂空 虚 」 はgsog(Skt.tuccha)。Cf.Sayn稘h269.1-2(Ch.37v.36ab):sarvibhav?
alik穽a'sik?sco,riktakutucchakaphenasam?sca.(輪廻 的存 在 はすべ て虚 妄 で む な
し く、 泡 沫 の よ う に虚 無 で 空 虚 で あ る。)(=Mvr235.9-10)
48)「虚 偽 で あ り、 人 を欺 く性 質 を持 つ 」 はbrdzumpasluba'ichoscan(Skt.mrs竏麥o-






(世尊 は 「欺 く性 質 の あ る もの は虚偽 で あ る」 と仰 せ に な られ た 。全 て の形 成 作 用
は欺 く性質 のあ る もので あ る。 それ 故 、 それ ら(形 成 作 用)は 虚 偽 なの で あ る。
経 に次 の よ う に説 か れ て い る。 「欺 く性 質 の あ る こ の有 為 な る もの は、 虚 偽 な る
もので あ る。 実 に 、比 丘 た ち よ、 欺 く性 質 の な い この 涅 槃 な る もの こそ が最 高 の真
実 で あ って、 全 て の形 成 作 用 は欺 く性質 の あ る虚 偽 な る もので あ る。」)
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49)(法)(智)は さ らに[16b1]～[16b3]が続 くが、 〈幻 は実 体 の な い もの だ が 、経 験 的
には見 た り聞 い た りで き る〉 とす る この部 分 が 、 『大 智 度論 』引 用 の 中核 部 分 に な る。
[17a]
50)'diltaste(Skt.yadidam,yaduta).(流)「如我 解佛 所 説 之i義」。
51)類似 の 表 現 が 『悲 華 経 』 に見 られ る。 〈菩 薩 は 四種 の清 浄 法 を完 成 す れ ば、速 や か に無
上 正 等 菩 提 を得 て 、法 輪 を転 じ る〉 とす る と こ ろで あ る。KP204.2-4:稾?sacakram
pravartayanti,acintyacakramatulyacakramanabhil穡yacakramnairy穗ikacakram
nairvedhikacakramapravrtticakrampravartayanti.(彼らは虚 空 の輪 を転 じる。 不可 思
　 　 　
議 の輪 ・無 等 の輪 ・無 言 説 の(言 葉 で は説 明 で き ない)輪 ・出 離 の輪 ・通 達 の輪 ・無 転 の
輪 を転 じ る 。);『 悲華 経』:転 虚 空 法 輪 。転 不可 思 議 法 輪 。転 不 可 量 法 輪 。 転 無我 法 輪 。
転無 言 説 法 輪。 転 出世 法 輪 。転 通 達 法輪 。 転 諸 天人 所 不能 転 微 妙之 輪 。(Taishovol.3201
b17-20);『大 乗 悲 分 陀利 経 』:転 虚 空 輪 、 不可 思 議 輪 、無 称 量[輪]、 無 我 輪 、 無 言説
輪 、仮 現 輪 、厭 患 輪 。転 未 曾[有]輪 。(Taishovo1.3262b29-c2)
52)(法)の み 、以 下 に世 尊 の追 認 の こ とば を付 加 す る([17b])。(法)のみ が もつ[7b]に








53)tsandangyiphyemaspargangblangste.(流)は「以 兩 手 捧栴 檀 香 末 」 とす るが、
spargang(Skt.musti,P?mutthi)は分量 を表 す単 位 で 、 いわ ゆ るL握 り」 の こ と。
Cf.Apa292.15:pasannacittosumanogandhamutthimap?ayim//v.1cd.(心清 らか に
な り、歓 喜 し た 私 は一 握 り の 香 を 供 養 し ま し た。);Lv243.17:vidhvamsayisyase
tvamadyap穡iyambodhisattvenamui?amustimivamah穃穩utena//v.157cd(悪魔
よ、 汝 は今 日、 ボサ ツに よっ て、 あた か も一 握 りのム ン ジャ草 が 大 風 に よ っ て ば ら ば らに
され る よ う に、 ば ら ば らに粉砕 され るだ ろ う。)
54)(法)は この部 分 を 「以 栴檀 搗 香 、 供 養散 佛 」 とす る。Cf.SP421.5-6:bhiksumtam
candanac皞nairnilotpalairabhyavakiredabhyavakiryacaivamcittamutp稘ayi-
tavyam.(かの 比 丘 に栴檀 の粉 香 と青 蓮 華 を振 りか け るべ き で あ る。振 りか け た あ とで 次
の よう な思 い を起 こす べ きで あ る。)
55)以下 、 いわ ゆ る 「女 人 成仏 」 の授 記 が 与 え られ る こ とに な る。授 記 に は業 報 授 記 と誓願
授 記 が あ るが 、本 経 で は、粉 香 の供 養 とい う業 報 と転 法輪 の誓 願 が 成 仏 の 因 行 と され、 供
養 →誓 願 →仏 微 笑 →侍 者 間 → 授 記 の 形 式 を と る。 田賀 龍 彦 に よれ ば 、業 報 授 記 はパ ー リ
『ア パ ダ ー ナ』 に多 く見 られ 、飲 食 、 華 、 衣 な どの供 養 を因 行 とす る授 記 が 大 半 を 占 め る
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が、 供養 →仏 微 笑→ 侍 者 間→ 授 記 の形 式 を取 る例 は きわ め て 少 な く、わ ず か2例 にす ぎな
い(長 老 譬 喩 の第1と 第487)。誓 願 授 記 は、 『アバ ダ ー ナ』 に そ の 萌 芽 が 見 え る もの の、
『ジ ャー タ カ』 の 「因縁 物 語(Nid穗akath?
」 の特 に燃 灯 仏 授 記 で 明 瞭 に な る が、 その
他 の箇 所 に は見 られ な い。 北 伝 の本 生 経 類 で は 『仏 本 行 集 経 』 『撰 集 百 縁 経 』 で 、供 養 →
誓 願 →仏 微 笑 →侍 者 間 →授 記 の形 式 を とる よ うに な るが 、前 者 で は上 求 菩 提 、後 者 で は発
菩 提 心 の誓 願 が授 記 の 条件 とな る。別 の 観 点 か ら言 えば 、燃 灯 仏 に よ る授 記 作 仏 思想 が 、
成 仏 確定 者 た る菩 薩 へ の諸 仏 授 記 とな り、 諸仏 授 記 で は上 座 部 系 の業 務 授 記 か ら、大 衆 部
系 の誓 願 授 記 とな り、 そ の誓 願 も上 求 菩 提 か ら上 求 菩提 下 化 衆 生 の誓 願 とな り、発 菩 提 心
に よ る一 般 的授 記 へ と移 行 して い っ た と推 定 で き る。 そ の最 後 期 の成 立 が 『ア ヴ ァダ ー ナ
・シ ャタ カ』(『撰 集百 縁 経 』)で あ り、 この よ うな授 記 説 話 の流 行 が 『法 華 経 』等 の 大 乗
経 典群 に 採 用 さ れ て い っ た、 とす る(田 賀 龍 彦 『授 記 思 想 の 源 流 と展 開』1974年)。本 経
は、供 養 ・誓 願([18])→仏 微 笑 ・放 光([19])→侍 者 間([20])→授 記([22]～[2
4])とい うそ の形 式 だ け を見 れ ば、 漢 訳 『撰 集 百 縁 経』 に最 も近 く、 か つ それ よ りも簡 素










56)上記 「参 考 文 」 で は 「青 ・黄 ・赤 ・白 ・茜 色 ・水 晶 ・銀 ・金 な ど の 色 」 とす る。 「茜
色 」 と訳 したm穗jistha(manjisth?1ま、 本文 校 訂 に使 用 した チ ベ ッ ト諸版 の うちで は、
CDHNPが 支 持 す る が、KLPhTはkusumbha(紅色 、 サ フ ラ ワー 色)を 支 持 す る。(法)
1さ「五色 青 ・黄 ・赤 ・白 ・緑 」 とす るが 、 そ の うち 「緑 」 はエ メ ラル ド(rdo'ispyingpo,
Skt.a"smagarbha)のこ とで あ ろ う。 な お、 法 顕訳 『大般 涅 槃 経』 で は 「爾 時如 來 從其 面
門 、放 種 種 光 、青 ・黄 ・赤 ・白 ・頗 梨 ・紅 色 」 とす る(TaishoNo.7vol.1198b26-27)。ま
た 、 『撰 集 百 縁 経 』 で は 「佛 便 微 笑 。 從 其 面 門 、 出五 色光 、 遍 照 世 界 、 作 種 種 色 、繞 佛 三
匝、 還 從 頂入 」(TaishoNo.200vol.4203b18-19)とい う定 形 句 が頻 用 され る(巻 一 所 収 の
1～10話)。また 、 『ア ヴ ァ ダ ー ナ ・シ ャ タ カ』 で は、4色(青 ・黄 ・赤 ・白nilapitalohi-
t穽ad穰a)だが、 と くに 「遍 照世 界 」 の 部 分 が増 広 され てい る。 この ほか 、 『マ ハ ー ヴ ァ
ス ツ』 は、(青nila・黄pita・茜 色m穗jistha・赤rakta・白"sveta・純 白avad穰a・金
suvarnavarna」な ど とい っ た様 々 な色 の 多 くの色 の 光 線 が 発 せ られ、 色 究 竟 天(akani-
sth禀devanik窕禀)に至 る まで の す べ ての仏 国土 を照 らした の ち、 世尊 を三 回右 遶 して
世 尊 の 前 で消 え た、 とす る(Mvlll138.19-139.4)。『デ ィヴ ィヤ ・ア ヴ ァダ ー ナ』 で は さ
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らに増 広 され、 「青 ・黄 ・赤 ・白の 、 トパ ー ズpuspar稟a・ル ビーpadmar稟a・ダイ ヤ モ
ン ドvajra・猫 眼 石vaid皞ya・碎礫musaragalva・水 晶arka・ ル ビーlohitak竅E右 旋
貝daksin穽arta・貝殼 石 §ankha"sil竅E珊瑚prav稷a・金j穰ar?a・銀rajataの色合 い
の」 光 線 とす る(1)ivy41.11-12)。
57)上記 の よ うに、 光線 の色彩 につ い て は微 妙 な違 い は あ るが 、 他 は[参 考 文]と ほぼ全 同。
この 定 型 表 現 に つ い て は、 下 田正 弘 『大 乗 涅 槃 経(1)』27-28頁、94-95頁参 照 。 また、
平 岡聡 「Mah穽astuの成立 に関 す る一 考 察 一小 品 系般 若 経 所 説 の 授 記 の 定 型 句 を手 が か
り とし て 一」(『印 度學 佛 教学 研 究 』#47-2、1999年、864-859頁)参照 。
な お、 『テ ィヴ ィヤ ・アヴ ァダ ー ナ』 で は放 た れ た 光 明 が天 界 と地 獄 を経 巡 る さ まが 詳
説 され、 その光 明 が世 尊 の どの身 体部 位 に記 入 す るか で授 記(記 別)の 種 類 が 異 な る こ と
が述 べ られ る。 それ に よれ ば、 世 尊 が過 去 の こ とを説 明 す る場 合 は世 尊 の 背 後 に入 っ て 消
え、 未来 の こ とを説 明 す る際 に は前 に、地 獄 へ の再 生 を予 言 す る場 合 は足 の 裏 に、 餓鬼 へ
の 再 生 の 場 合 は 足 の親 指、 人 間 へ の 再 生 の 場 合 は膝 に、 強 力 転 輪 聖 王(balacakravar-
tin)の地 位 を予言 す る場 合 は左 の掌 に、転 輪 聖 王 の地 位 を予 言 す る場 合 は右 の掌 に、 声 聞
の 場 合 は 口(龝ya)に 、 独 覚 の 場 合 は眉 間(?n?に 、無 上 正 等 菩 提 を予 言 す る場 合 は
頭 頂(肉 髻usnisa)に消 え て ゆ く(Divy42.1-9)。本 経 の場 合 、 シ ュ リー マ テ ィー は無 上
正 等 菩提 へ の授 記 を受 け るの で あ るか ら、光 明 が頭 頂(dbu'igtsug)に消 え るの は上 記 の
所 説 と も つな が る。 『マハ ー ヴ ァス ツ』 『デ ィヴ ィヤ ・ア ヴ ァダ ー ナ 』 に お け る定 型 表 現 に
っ い て は 、平 岡聡 の上 掲論 文 の ほ か 、 同氏 の以 下 の 諸論 考 を参 照 され た い 。 「縦 の 授 記 と
横 の授 記 一Mah穽astuとDivy穽ad穗aとの比 較 一」(『印度 哲 学 仏 教 学 』#14、1999年、3
38-319頁)の329頁;「『如 来(Tath稟ata)』の 語 源 解 釈 」(『南 都 佛 教 』#68、1993年、1
-23頁)の6-11頁;「ア シ ョー カ ヴ ァル ナ ・ア ヴ ァ ダー ナ(デ ィ ヴ ィヤ ・ア ヴ ァダ ー ナ第1









58)(法)は、 ア ジ タ(阿 逸 多)菩 薩 摩 訶 薩 の 代 わ り に、 「賢 者 阿 難 曉 了 七 法 。一 日知 誼
(義)、二 日解 法 、 三 日 曉 時、 四 日了 解 節 、五 日 明 衆 、六 日練 己、 七 日採 識 人 本 」 とす る。
こ こ に見 られ る七 法 はい わ ゆ る 「七善 法 」 「七知 」(Skt.sapta-satpurusadharmaP?satta-
sappurisadhamma)のこ とで 、例 え ば 『七知 経 』(TaishoNo.27vol.1810a1-b29)では 「知
法 ・知 義 ・知 時 ・知 節 ・自 知 ・知 衆 ・知 人 」、 『増 一 阿 含 経 』 「等 法 品 第39-1」(Taisho
No.125vo1.2728b23-729b10)では(知 法 ・知 義 ・知 時 ・能 自知 ・能 知 足 ・知人 衆 中 ・観
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察 衆 人 」 とさ れ る もので あ る。 『増 一 阿 含 経 』 等 の所 説 に した が え ば、 七 法 とは、 ①十 二
部 経 といわ れ る教 え をよ く理 解 してい る こ と、 ② 教 えの 真 の意 味 を理 解 して疑 問 の な い こ
と、③ 止 ・観 な どの修行 をす る際 に それ に相 応 し い時 期 ・時 節 を知 って い る こ と、 ④ 自 ら
の素 質 ・能 力 を よ くわ きま えて い る こ と、⑤ 衣 食 住 に 関 して少 欲 知 足 で あ る こ と、⑥ 集 会
に集 まっ てい る人 々 の素 性 をわ きま えて 教 えを説 くべ きか 黙 す べ きか を知 っ て い る こ と、
⑦ 人 間 を よ く観察 して そ の機 根 の優 劣 を見抜 くこ とな ど、比 丘 が備 え るべ き七 つ の特 性 を
い う。 また 、 『長 阿含経 』 「十 上 経 」 に は 「云 何七 難 解 法 。謂 七 正 善 法 。 於 是 比 丘 、好 義 、
好 法 、好 知 時 、好 知 足 、好 自攝 、好 集 衆 、好 分 別 人」 とあ り(TaishoNo.1(10)vol.154c




集 経 」 に も、対 応 漢 訳 は な い が、 ほ ぼお な じパ ー リ文 が あ る(DNIII252.13-15)。また
「十 報 法 経 」 で は 「有 法 ・有 解 ・知 時 ・知 足 ・知 身 ・知 衆 ・知 人 前 後 」 とす る(Taisho
No.13vol.1236c23-24)。また、 梵 本 『大 般 涅 槃経 』 に もこの 七 法が あ げ られ てい る。 サ







barshesparbya'o//)この 部分 に対 応 す る 『根本 説 一切 有 部 毘 奈耶 雑 事 』 に は 「知 法 ・
知 義 ・知 時 ・知 量 ・知 自身 ・知 門 徒 ・知 他 人行 」とある(TaishoNo.1451vol.24383c12-15)。
59)[参考 文]中 の(1)のア ー ナ ンダ 長老 あ るい は(2)のア シュ ヴ ァキ ン長 老 を、 ア ジ タ菩 薩 摩
訶 薩 に入 れ 換 えれ ば、[還元 梵 文]が 完成 す る。 上 掲 の平 岡聡 の論 考 「Mah穽astuの成 立
に関 す る一 考 察 一小 品 系般 若 経 所 説 の授 記 の 定型 句 を手 が か り と して 一」 は、授 記 に先 立
つ仏 陀 の微 笑 に関 す る定 型 表 現 に 関 して 、 『マ ハ ー ヴ ァス ツ』 の 編 纂 者 が 『八 千 頌 般 若
経 』 の定 型 句 を借 用 した 可能 性 が 高 く、 そ の年代 は6世 紀 以 降 と考 え られ る とす るが 、 そ
の根 拠 を次 の3点 に置 く。① 「如 来 ・阿羅 漢 ・正 等 覚 者 は因 な く縁 な くして 微 笑 を現 じ る
こ とは ない 」 とい う定 型 表 現 は、 『マ ハ ー ヴ ァス ツ』 や 『八 千 頌 般 若 経 』 で は間 者 の 仏 陀
に対 す る問 い の 中 で 説 か れ るの に対 し、 『デ ィヴ ィヤ ・ア ヴ ァダ ー ナ 』 や 『ア ヴ ァ ダ ー ナ
・シ ャ タカ 』 で は仏 陀 自身 の答 え の中 で 説 か れ る。 ② 小 品般 若 経 系 の 諸 漢 訳 は、982年以
降 の 訳 で あ る施 護訳 は 「如来 ・応 供 ・正等 正 覚 」 とす る の に対 し、660～663年訳 の玄 奘 訳
を含 め それ 以 前 の諸 訳 で は 「仏 」 「諸 仏」 とす る。 ③ 『マハ ー ヴ ァス ツ』 や 『八 千 頌 般 若
経 』 に見 られ る 「い か な る因 、 い か な る縁 が あ るの か 」 に相 当す る表 現 は、 『デ ィ ヴ ィ ヤ
・アヴ ァダー ナ 』 や 『ア ヴ ァダー ナ ・シ ャ タカ』 に は見 られ な い。 これ を本 経 に即 して言
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え ば、 チ ベ ッ ト訳 は上 記3点 に関 して 『マ ハ ー ヴ ァス ツ』 『八 千 頌 般 若 経』 に合 致 す るが 、
693年訳 出 の(流)は ② に関 して単 に 「如 来」 とす る点 が異 な り、(法)に は該 当す る定 型
表 現 自体 が 存 在 しな い。興 味 深 い こ とに 『撰 集 百縁 経 』 は 『ア ヴ ァ ダー ナ ・シャ タ カ』 と
は異 な り、 次 の よ うに、 この定 型 句 の話 者 を間 者 とす る。 「如 来 尊 重 、 不 妄 有 笑 。有 何 因
縁…(以何 因 縁)、今 者 微笑 。 唯願 世 尊 、 敷 演解 説 」(TaishoNo.200vo1.4203b20-21,c19-20,
204b16-17,205a5-6,c22-24など)。
なお 、 『アパ ダ ー ナ』 に も次 の よ う な類 似 の表 現 が見 られ る。Apal22.1-2;konukho
bhagav禀etusitakammassasatthuno/nahibuddh秣hetuhisitamp穰ukarontite//v.9
9.(世尊 よ 、導 師 が微 笑 まれた の に は どの よ うな原 因 が あ る ので し ょうか 。 とい い ます の
も、諸 仏 は 原因 な くして微 笑 をお示 し に な る こ とはな いか らで す。)
また 、 梵 本 『大 般涅 槃 経 』 に は次 の よ うな 表 現 が あ る(パ ー リ文 『大 般 涅 槃 経 』 に対 応
表 現 は見 られ な い)。MPS§28.55(S280,S281):kobhadantahet[u与ka与pratyayo
'syaivamvidhasyacchavivarn穽abh龝asyapr稘urbh穽窕a].)(btsunpargyugang
rkyenganggis'diltabu'isku'ikhadoggsalbabyungbargyur.(大徳 よ、 この、 この
よ うな種 類 の肌 の色 の輝 きが現 れ た の に は どの よ うな因 が あ る の で し ょ うか、 縁 は何 で し
ょうか 。)こ の部 分 に対 応 す る 『根 本 説 一切 有部 毘奈 耶 雑 事 』 に は 「何 因 縁 故 、現 斯 光 明
非 常 晒 著」 とあ り(TaishoNo.1451voL24391c2-3)、『遊行 経 』 には 「不 審 何縁 、 願 聞其ノ









60)(法)は さ らに 「彼 女 は心 の 中 で[自 ら]法 輪 を転 じ る よ うに な る こ と を願 っ て い る」
とい う一 節 を付 加 す る。
61)mthonglags.正確 に訳 せ ば 「見 えま すJo(法)(流)は 「已見 」 とす るが、[参 考文](2a)








(2a)ayammama"sr穽akahk?syapobhiksustrim"satobuddhakotisahasr穗穃antike● ● ● ● ● ●
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62)(法)はこ こに、 「自分 を護 り、人 々 を妥 らか に し、多 くの人 を救 済 し保 護 す るで あ ろ う。
寿 命 を終 え て後 は必 ず や女 身 を転 じるで あ ろ う」 とい う一 節 を挿 入 す る。
63)ngan'grologParhungba(Skt.durgatimvinipatati).『遊 行 経 』 の 「不 堕悪 道 」　
(TaishoNo1(2)vo.113ab28>のパ ー リ対 応文}こ、avinip穰adhamm?Skt.avinip穰a-
dharm穗o,悪い生 存状 態 に陥 る こ とが ない きま り)と あ り(DNII93.9)、そゐ す ぐ後 の
説 明 によれ ば、vinip穰a,ap窕a,duggatiは同義 で 、 いわ ゆ る三 悪 趣(地 獄 ・餓 鬼 ・畜
生)馳を指 す(93.17-20)。Cf.ApaI143.4:kappasatasahassamhiduggatimn?agac-
o
chati/4cd.(彼は十 万 劫 の あ い だ 、 悪 い 生 存 状 態 に赴 く こ と は な い 。)
64)Cf.Gv332,25:sarves穃cametes穃tath稟at穗穃dharmade"san?srut?"srutv?
udgrhit龝amdh穩it?(私 は 、 そ れ ら す べ て の 如 来 の 説 法 を 聞 き、 聞 い て 理 解 し 、 保 持 し




か しなが ら、 実 に この世 界(光 徳 世 界)で は、彼 等(声 聞 た ち)は か の 光 明 如 来 ・世 尊 の




66)(法)は全 体 を 厂経 法 を受 け終 わ る と、直 ち に諷 誦 し、如 来 が ご在 世 中 は そ の正 法 を守
り、仏 滅 後 は そ の遺 骨 を供 養 し、 数 え切 れ な い ほ どの 無 数 無 量 の衆 生 を励 ま して[彼 ら










は、 ふ つ う 「末 世、 悪 世 」 と訳 さ れ、 仏 法 の衰 え た末 法 の 時代 を指 す。(法)「 最(最)於
後 世 窮 竟 劫 已」 は この意 で あ ろ う。 しか し、(流)が 単 に 「然 後 」 とす る よ う に こ こは、
「最 末後 身(身 体 を持 つ 最後 の時 、Skt.pa"scima-samucchraya;Tib.lusthama'itshe;
P?pacchima-bhava,antimadeha)」の 意 を表 す と思 わ れ る。[参考 文]に 挙 げた2例 は、
とも に、仏 に よ る予 言 の 中 の こと ばで 、 もち ろん 「最 末後 身 」 にお け る成 仏 の 記事 で あ る。
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68)bdagsnang(Skt.穰maprabha,穰maprabh龝a).(法)「寳 明 」(流)「光曜 」。 こ こで
「自我(穰man)」 の語 が(し か も 「輝 け るア ー トマ ン」 を連 想 させ る表 現 で)用 い られ
て い るの は 、奇 異 な感 じを与 えるが 、穰manの 語 は大 乗 経 典 にお い て 、 空 ・不 可 得 な もの
と して 、仏 陀 や 涅 槃 の 同 義 語 と して あ げ られ る。 た とえ ば、 『八 千 頌 般 若 経 』 で は、一 切
法 が依 拠 す る(gatika)もの として 、虚 空 ・空 性 ・夢 ・虚 空 ・涅 槃 等 が 「自我 」 の 語 と共




dharmah.)。『七百 頌 般若 経 』 で は、 〈究極 的 に は非 存 在 ・不 可 得 で あ る〉 とい う点 で 仏 陀　
は 「自 我 」 と 同 義 語 だ と さ れ て い る(Ss"p222.6-9:穰meti,bhadanta's穩advatiputra,
buddhasyaitadadhivacanam.yath穰m穰yantatay穗asamvidyate,nopalabhyate,
tath稈uddho'pyatyantatay穗asamvidyate,nopalabhyate,)。『勝 思 惟 梵 天 所 問 経 』 で
は 、 「自 我 と涅 槃 と は 等 し い 。 そ れ は 、 不 二(advaya)で あ り分 割 で き な い も の(advaidhl-
k穩a)で あ る(VBPPekinged.Phu72b2)」 と す る 。
な お 、(法)で は 「寳 明 」 とす る が 、 同 じ 劫 名 が 『法 華 経 』 に 見 ら れ る 。SP202.12-1
3:ratn穽abh龝a'scasakalpobhavisyati.
の







71)(法)「 為 於 何 佛 植 衆 徳 本 」(流)「 曽 於 往 世 種 何 善 根 」。Cf.SP427.8:kastenabha-
gavankulaputrenaku'salasambh穩ahkrto.._.(世尊 よ 、 か の 良 家 の 子 は どの よ う な
善 根 を 装 備 し た の で し ょ う か 。)
[26]




ヴ ィパ シ ュイ ン(毘 婆 尸)仏 は、 十 二 縁起 の法 を観 察 して無 上 正 等 菩 提 を覚 った と され
て い るが(『 大本 経 』 一梵 巴漢 の諸 資 料 につ い て は 、 『現 代 語訳 「阿 含 経 典 」 長 阿含 経1』
47-54頁の 「解 題」 参 照)、 さ ら に、 過 去 七 仏 す べ て が、 十 二 縁 起 の 法 を観 察 して 覚 っ た
とす る文 献 もあ る(『雑 阿含 経 』巻 第15、第366経TaishoNb99vo1.2101a13-b7、第369経
101b24-c17)。ヴ ィパ シ ュイ ン仏 は 賢劫 の前91劫の 仏 とさ れ るが 、 この こ とは 南北 両 伝 を
問 わ ず 、 どの部 派 の所 伝 に お いて も共 通 して い る。 「過 去 仏」 に つ い て は 、吉 元 信 行 ・柏
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原 信 行 ・茨 田通 俊 「原 始 仏 教 に お け る過 去 仏 ・未 来 仏 思想 の 形 成 」(『真 宗 総 合 研 究 所 紀
要 』#7、1989年、1-36頁)参 照 。 また、 梶 山雄 一 「仏 陀 観 の 発 展 」(『佛 教 大 学 総 合 研
究 所 紀 要』#3、1996年、5-46頁)参照 。
73)metoggiphrengba(花の列)。 漢訳 は(法)「 取 寳珠 瓔 用 散佛 上 」(流)「解其 身 上所
著 瓔 珞 、奉 上 彼佛 而 為供 養 」 とし、 いず れ も 「花 輪 」 で は な く 「我 が身 に付 け てい た 装 身
具(瓔 珞)」 とす るが 、Skt.m?竈こは両 者 の 意 味 が あ る。 こ こ は、 わ ざわ ざ 「女性 の身 に
あ って 」 と して い るの で 、2漢 訳 の解 釈 の 方 が 適切 の よ う に思 わ れ る。Cf.Gv255.7-8:
[s秕sv穗y稈haran穗ik窕稘avamucyayenar稻龝arvadharmanirn稘acchatrama-
ndalanirghosahten稈himukhamaksaipsit.(彼女 は、身 体 か ら装 身 具 を取 り去 り、 一切




yakasya/(ch.4,v.52ab)([私た ち は]指 導者(仏 陀)の 教 えの も とで、 最 高 で清 浄 な梵
行 を行 った 。);SP154.7:carisyatetatracabrahmacaryambauddhamimamjri穗a
gavesam穗ah/(ch.6,v.31ab)([彼は]そ の仏 陀 の知 を求 め な が ら、 そ こにお い て(そ れ
らの仏 陀 の も とで)梵 行 を行 じるで あ ろ う。)




77)thamscadskyob(Skt.Vi"svabh?P?Vessabh?.賢劫 の 前31劫の仏 。
78)Cf.Apall360.23-24:nimantayitv龝ambuddhamatinesimsakamgharam/tattha
annenap穗enasantappesimmah穃unim//v.35(完全1こ悟 られ た方 を招待 して我 が 家
に お迎 え し、 そ こで飲 食 を もって偉 大 な牟 尼 を満 足 させ ま した。);、OpaII471.21:soyam
sasanghambhojesisatt禀amlokan窕akam//v.10cd(彼は、7日 の間 、世 間 の 導師 に
そ の集 団 と ともに食 事 を供 した。);Av16.6-7:prasannacitta"scar稻nahprasenajito
nivedyabhagavantamsa"sr穽akasamghambhojayitv?__([ヴァデ ィカ長 者 は]心 清
らか にな って 、 プ ラ セー ナ ジ ッ ト王 に知 らせ た うえで 、世 尊 に対 して 、 そ の弟 子 の集 団 と
とも に、 食 事 を供 し、 … …。)
なお、 この 部分 を(法)は 「十五 日 の間 、 充分 で何 の粗 相 も な く、世 尊 とそ の弟 子 た ち
を供 養 し、[前世 の 時 と同 じ く]無 上 正 等菩 提 を願 って い た 」 と し、(流)は 「種 々 の 上
等 で 美味 しい飲 み物 や食 べ物 をあ れ これ 準 備 して、半 月 の問 、 か の仏 とそ の弟 子 の集 団 に
供 養 して、 必 要 と思 う こ とはみ な欠 け る こ とな く満 た した」 とし、2漢 訳 と も供 養 の 期 間
を限定 して い る。Cf..4v21.11:daksin穡anc稷ar稻en穡ibhagav穗sa"sr穽akasamghas
traim龝yam"satarasen禀穩enopanimantritah.(南のパ ンチ ャ ー ラ王 も、百 味 の食 べ 物 に
よっ て、 三 ヶ月 の問 、世 尊 とそ の弟 子 の 集 団 を接待 した 。)
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79)'khorba'jig(Skt.Krakucchanda,Kakutsanda,P?Kakusandha).クラ ッ クチ ャ ン
ダ(意 味 の 取 りに くい語 だ が、 チベ ッ ト訳 は 「輪 廻 の 破 壊 者」 の意)以 下 三 仏 を賢 劫 三 仏
とい うが 、 すべ て カ ピ ラ城 の近 辺 もし くは周辺 を その故 地 と して い る。 い ず れ も非 アー リ
ア ン的 種 族 社 会 にお け る神 も し くは聖 者 に その淵 源 を有 す る と思 われ る。 そ れ に対 し て最
初 の三 仏 は ヴ ェー ダ な どのア ー リア ンの宗 教 にお け る火 ま た は光 に関 係 の 深 い 仏名 と考 え
られ る。 詳 細 は吉 元 信行 等 の上 掲 論 文16-17頁参 照。
80)Skt.atimukta(ka),P?atimutta(ka).(流)「阿 提 目多 迦 」。 ホザ キ サル ノオ の こと。 キ
ン トラノ オ 科 の常 緑 の 蔓性 植 物で 、 白色 の花 が 咲 き芳 香 を発 す る。 パ ー リ仏 典 で は頭 をか
ざ る花輪(m??の 材 料 と して(」礫Vp.40,VinIIP.256など)、また庵 の近 くをか ざ る芳
香 あ る花 の 名 と して(Apa15.21,346.3,356.33,362.12など)、頻 出す る。大 乗 仏 典 で は仏 陀





な お 、atimukta(ka)は「[白さ に お い て]真 珠(mukt?を 超 え て い る(ati)」の 意 と さ
れ る。(法)は この 部分 を 「諸真 珠名 香 」 とす る。
81)gtor(Skt.abhyavakirna,ksipta).Cf.Av18.23:sahadar'san稍ca穩穃ikenatat
padmambhagavatik§iptam.([世尊 を]見 るや、 守 園人 は、 その 蓮華 を世 尊 の上 に、投
げか けた 。)
82)bslabpa'igzhilngapo(Skt.panca-"siks穡ada).(法)「心 楽學 攬 攝章 句 」(流)「得 受五
戒護 持 無 缺 」。Cf.ApaII375.30:sikk穡ad稘穗a.;Bhai,sajya167.26:tath稟at穗uddi"s-
ya"siks穡ad穗idh穩ayanti.




n穰prativiramisyam,up龝akammedh穩ehiimehipamcahi"siks穡adehi.(私、 ラ ー フ
ラ は、 生 きて い る限 り、 生 き物 を痛 め う け る こ と(殺 生)を 控 え ます。 … … 与 え られ て い
な い もの を取 る(偸 盗)こ と を… …愛 欲 に よ る邪 な 行 為(邪 淫)を …… 虚 偽 の 言 葉(妄
語)を … … ス ラ ー酒 ・マ イ レイ ヤ酒 ・マ ドヤ 酒 に よ る酩 酊状 態(飲 酒)を 控 え ます 。 これ














84)jisrid'tsho'ibardu(Skt.y穽ajj3vitam).(流)は 「盡佛 壽 来 恒為 供 養 」 とし、 「仏 の
寿命 の あ る限 り」 と取 っ て い る よ うで あ る が、 「参 考文 」 にy穽稻jivitamtisthamsとあ
　 　 　 　
るよ う に、供 養 す る主 体 の 方 の寿 命 と取 るべ きで あ る。(法)「盡 其 形 壽 、供 養 … … 」 もこ
の意 。
85)チベ ッ ト文 を正確 に訳 せ ば、 「法 衣 と食 事 と寝 台座 具 と病 い を癒 す薬 品 と生 活 必 需 品 」
とな るが 、一 般 に、衣 ・食 ・住 に薬 を合 わ せ た 四 つ の もの を、 四依(比 丘 の生 活 を支 え る
必 需 品Skt.caturni§raya,P?catupaccaya)とす る(漢 訳 は し ば しば 「四事 」 とす る)。
研 究 者 の 多 くは 「法 衣 ・托 鉢 の 食 物 ・寝 台 と座 具 ・病 い を癒 す 薬 品 」 を 「生 活 必 需 品
(parisk穩a)」の 内 容 とす るが 、下 掲 のBbh,SP、Vnの例 を 見 れ ば、parisk穩aは薬 品
　
(あ る い は 薬 品 を 中 心 と し た 衣 食 住 を 除 い た 必 需 晶)を 指 し て い る よ う で あ る 。 衣 ・食 ・













した が っ て、 『無量 寿 経 』 の 「常以 四事 供 養恭 敬 一切 諸 仏 」 に対 応 す る梵 文(Sukh25.6
-8:c3varapindap穰asayan龝anagl穗apratyayabhaisajyaparisk穩
aihsarvasukhopa-
dh穗aihspar§avih穩ai"scapratip稘it禀.)も「快 適 で 、す べ て の安 楽 を もた らす、 法 衣
・托 鉢 の食 物 ・寝 台 と座 具、 病 い を癒 す 薬 品 な どの 生活 必 需 品 を提 供 した 」 と解 すべ きで
あ ろ う。
86)chagszungcig(gcig)kyangphullo.zungcig(gcig)は「一 組 ・一 揃 い」、phulは「与
え る」 の謙 譲 語'bulbaの完 了形 。chagsは、(流)に 「革 展 等供 身 之 具 」 とあ り、 「くつ 、
サ ン ダ ル 」 の 意 と思 わ れ る。 イ ン ドで 用 い ら れ る 履 き物 と し て は、 ま ずp稘uka
I'
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(p稘uk?が あ る。 た とえ ば、ヤ サ が 出家 す る と き に、サ ン ダル を脱 い で世 尊 の と ころ に
行 くが 、 それ を、 『四衆 経』 は、"satas禀asrammanip稘ukayugamujjhitv?Tib.rinpo
che'ilhambrgyastongribazunggcig(cig)po._..phudnas)とす る(CPS§16.10)。
っ ま り、p稘ukayuga(Tib.lhamzunggcig(cig)po)が「サ ンダル ー 足 」 の こ とで あ る。
また 、up穗ah,up穗aha,up穗ah?(P?up禀ana,up禀an?があ り、 た とえ ば 『アパ ダ
ー ナ 』長 老 譬 喩256話に は、 前 生 にお い て 仏 陀 の 息子 に対 して 自分 の た め に悟 り に向 か う
よ うに と一 足 の サ ンダ ル(up禀ana)を布 施 した 功徳 に よっ て、91劫の あ い だ悪 い生 存 状
態(悪 趣)を 免 れた ウパ ーハ ナ ダー ヤ カ(Up禀anad窕aka)長老 の記 事 が あ る(ApaI
228.1-8.)。この注 釈 には、ek'up禀anomay稘innotiekamup禀anayugammay?
　 コ
dinnam.とあ る(・4伽4469.21-22)。『悲 華 経 』 で も、 仏 陀 へ の 供 養 の 品 の 一 つ に
up穗ahaが挙 げ られ てい る(KP60.11,62.16)。『菩 薩 地 経 』 で は、 ベ ッ ド ・椅 子 ・傘 と と
も に必 要 な 資 具(bh穗dopaskara)とし てup穗ahaがあが っ て い る(Bbh210.14)。『デ ィ
ヴ ィヤ ・ア ヴ ァダー ナ』 で は、傘 蓋 ・鈴 ・払 子 と と もに、up穗ahaが、 園林(udy穗a)や
鎮 守 の 社(svakasabh稘evakula)に捧 げ られ て い る(Divy4.10-11)。この ほか 、パ ー リ
仏典 に は 、p穗adhiがあ る(『アパ ダ ー ナ』 長 老 譬 喩476話Apall417.1-418.5.)が、up竏?
hanaある い はup穗ahaの転 訛 の よ う で あ る(Cf.、4匁4488.4-5;p穗adhimsukatam
　 の
gayh穰iup禀anayugamsundar稾穩enanipph稘itamgahetv穰iattho)。パ ー リ文献 に
よれ ば、p稘uka(p稘uk?は 、草 や蓮 の花 、 木 な ど、様 々 な 材 料 か ら作 られ る が 、宝 石
・銅 ・金 ・銀 か ら も作 られ る と さ れ る(.4加1311.28:manimay穃andalak龝ova-
　 　 　
nnarajatap稘uk?のに対 して 、up禀anaは皮 革 製(carmopanaddha)が一 般 的 と考 え
られ て い た よ うで あ る(も っ とも、 『沙 門果 経 』 に は贅 沢 な生 活 をす る比 丘 の持 ち物 の一
つ として 「彩 色 され たサ ンダ ル(citrup禀anam)」が あ げ られ て い・る(DNI66.9)。なお 、
「根 本 説 一 切 有 部 毘奈 耶 皮 革 事」 に、up穗ah竄ﾉ対 応 す る箇 所 を 「革 展 」 と訳 して い る例
が あ る(TaishoNo.1447vo1.231053a3-5:邊方地 土 悪 處、 開 著一 重 革 展 、不 得 二 重三 重 、
底 若 穿 破 應 補 。)こ れ に対応 す る サ ンス ク リ ッ ト、 パ ー リ文 は以 下 の 通 り。Msv.car189.1
4-17:tasm稘anuj穗穃i.pratyantimesujanapadesuvinayadharapancamenaganeno-
pasampad?sad龝n穗am,ekapal?sikeup穗ahedh穩ayitavyenadviputenatripute.
s稍etksayadharminibhavatiargalakamdattv稘h穩ayitavye.(それ故 、 私 は許 可 す る。
[第一 に]辺 鄙 な土 地 にお け る持 律 の者 五 人 に よ る具 足 戒 、[第二 に]常 に沐 浴 す る こ と、
[第三 に]一 重 の サ ンダ ル を着用 す る こ と、[た だ し]二 重底 ・三 重 底 は着 用 して は い け
な い。 も し破 れ そ う な場 合 は補 修 を して 着 用 す る こ と);Divy13.7-9:tasmadanu-
j穗穃i.pratyantimesujanapadesuvinayadharapancamenopasampad?sad龝n穰ah,
ekapal龝ikeup穗ahedh穩ayitavyenadviput穃natriput穃.s稍etksayadharmini
bhavati,t穃tyaktv穡unarnav稟rahitavy?それ故 、 私 は許 可 す る。 … … もし破 れ そ




仏 教学 会 紀 要 第9号
dukkatass?ti.(「比 丘 た ち よ、 私 は一 重 のサ ン ダル を許 可 す る。 比 丘 た ち よ、二 重 の サ ン
ダル は着 用 して はい け ない 、 三重 のサ ンダ ル は着 用 し て は な らな い 、幾 重 ものサ ンダ ル は
着 用 して はな らない 、 もし着 用 す る者 が あ れ ば、 悪作(突 吉 羅)に 堕 す」。)
以 上 の こ とか ら、Tib.chags(流)「革展 」 は、up穗aha(upaτnahは「結 び つ け る、
束 にす る」 の 意)の 訳 と推 定 され る。
なお 、龍 樹 の 『ラ トナー ヴ ァ リー 』III-45では僧 院 に備 え付 け るべ き ものの 一 つ にTib.
lham,展(真諦訳)を 挙 げ て い る。
(法)は 「くつ ・サ ンダ ル」 に言 及 しな いが、 「以香 塗 塔 」 とい う表 現 が あ る。
[31]
87)'odsrung(Skt.K秡syapa,P?Kassapa).
88)lungbstanparmagyurgyibardu.このmaを い わ ゆ る虚字 と とれ ば、 「授 記 して い た
だ け る まで は」 とな る。 い ず れ に して も、授 記 を受 けた 後 に、女 身 を転 じ て男性 とな る可
能 性 はの こ して い る。例 え ば、 『八 千 頌 般 若 経』 に は、釈 尊 に よる女 性 の成 仏 授 記 の 中 で
「ア ー ナ ンダ よ、 このガ ンガ デ ー ヴ ァー 女(兄 弟 を もつ女 性)は 女 性 の本 質 を転 じて 男性
の 本質 を獲 得 し、 この世 で 死 ん で後 、 尊 敬 に値 す る正 し く目覚 め た人 で あ る ア ク シ ョー ビ
ヤ(阿 閼)如 来 の ア ビ ラ テ ィ世 界 と い う仏 国 土 に 生 まれ る で あ ろ う」(Asp181.5-7:
seyam穗andagangadev稈haginistribh穽amvivartyapurusabh穽ampratilabhya
ita"scyutv秣ksobhyasyatath稟atasy穩hatahsamyaksambuddhasyabuddhaksetre
abhiraty穃lokadh穰穽upapatsyate.)」とい う記 述 が 見 られ る。 しか し、本 経 の チベ ッ
ト訳 の場 合 は、[22]から[24]ま で の授 記 の 中 に 「転 女 身 」 「変 成 男 子 」 の表 現 は見 られ
な い。
89)本経(特 に竺 法 護 訳)は 、 「転 女 身 、 変 成 男子 」 を説 く経 典 と し て扱 わ れ る。 た と え ば、
田 賀 龍 彦 『授 記 思 想 の 源 流 と展 開』 の260頁、 山 本 充 代 「仏 教 説 話 に み る女 性 と授 記 」
(『東 海佛 教 』#41、1996年、69-59頁)の59頁な ど。 た しか に(法)に は、 「匸彼 女 は]迦
葉 仏 にお会 い し、供 養 ・奉 仕 して、 覚 りを得 た い とい う心(道 意)を 捨 て る こ とは なか っ
た。 そ して今 私 に供 養 を した の で あ るか ら、 必 ず 、女 身 を転 じて の ち仏 の境 地(仏 道)を
獲 得 し、 人 々 を救 済(度 脱)す る で あ ろ う」 とあ り、[22]にお い て も(法)は 「[彼女
は]寿 命 が尽 きた の ち、 必 ず や女 身 を転 じて 、84億劫 の 問 、悪 い生 存 状 態(悪 趣)に お も
む く こと もな く… … 」 とす る。 つ ま り、 仏 に よ る予言 の 中で 転 女 身 が 告 げ られ て い る。 し
か し、(流)は 「願 わ くは、 この 供 養 とい う善 根 に よ って 速 や か に、 こ の う え な く完 全 な
覚 りへの 授 記 を いた だ け ます よ うに。 も し授 記 をい た だ け な い ので あれ ば、 決 して 女人 の
身 を捨 て る こ とな ど願 い ませ ん」 とす る。 つ ま り、 チ ベ ッ ト訳 や(流)で は強 く女 身 を厭
う思 想 はみ られ な い。(流)は 続 けて 「ア ジタ よ、 このバ ラモ ンの 女 で あ る シ ュ リー マ テ
ィー が過 去 世 におい て植 えて きた善 根 は、 この よ うで あ っ た の だ。 これ が彼 女が 最 後 に受
け る こ とに な った女 人 とい う果 報 な の だ」 とあ り、 過 去 の6仏 に供 養 した とい う善 業 の果
報 と して、 この世 にお い て女 性 の 身 に 生 まれた とす る。 これ は、 た と えば、 『悲 華 経』 の5
0・51願の 「[女た ちで 私 の名 を聞 き、最 高 の歓 喜 と満 足 を得 た者 た ち は]覚 りに い た る ま
一42一
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で、 二 度 と再 び女 身 を得 る こ とが あ りませ ん よ うに(KP112.2-3,7-8:y穽adbodhipary-
antenabh硎ahstritvampratilabheyuh.)」や 『無 量寿 経 』 の第35願の 「[女た ちが 私 の
名 を聞 い た後 で清 浄 に な り、]覚 りを得 た い とい う心 を起 こ し、 女 で あ る こ とを厭 うに至
っ た に もか か わ らず 、彼 女 らが命 を終 え た後 に再 び女 と して 生 まれ る こ とが あ る な ら ば、
そ の 間 は 、 私 は この上 な く完 全 な 覚 り を覚 りた くは あ りませ ん(Sukh18.1H5:bodhi-
cittamcotp稘ayeyuh,stribh穽amcavijugupsyeran,j穰ivyativrtt禀sam穗禀saced
dvitiyamstribh穽ampratilabheran,m穰穽adahamanuttar穃samyaksambodhim
abhisambudhyeyam)」に見 られ るよ うな 女 身 を厭 う思 想 とは異 な る もの で あ ろ う。
本 経 の よ うに 、必 ず し も女 身 を否定 し な い思 想 は、 阿含 の中 に も見 られ る。 た とえ ば、
『増 一 阿含 経 』巻22の 「須 陀 品」 で は、 須 摩 提 女(Sumati)が前 生 に お いて 迦葉 仏 の も と
で 「次 の 生 に お い て この よ う な尊 い 方 に お会 いで きて、 私 が 女人 の身 を転 ず る こ とな く法
眼 浄 を得 る こ とが で きま す よ う に」 とい う誓 願 をた てて 、 そ の願 を今 生 で成 就 して い る
(TaishoNo.125vol.2665a21-23)。異 訳 の 『須摩 提 女経 』 の 宋元 本 で は 「私 が 常 に大 富 豪
の 家 に 生 まれ 、生 まれ た ら常 に仏 にお会 い して、人 々 に布 施 を して も心 が 退 転 せ ず、 女 の
身 を転 ず る こ とな くして 、法 眼浄 を得 て … …」(TaishoNo128vo1.2837b28)、明本 で は
「次 の 生 にお い て この よ うな尊 い方 にお会 いで きて 、私 が 女 人 の 身 を転 ず る こ とな く、 た
だ ち に女 の身 にお いて 法 眼浄 を得 ます よ う に」(843a2-4)とな って い る。 た だ し、 法 眼浄
は、 初 果 に四 諦 の理 を見 る こ と(大 乗 で は初 地 にお い て無 生 法 忍 を得 る こ と)を 指 す の で、
女 性 は仏 陀 にな れ な い とい う思想 を当然 の前 提 として い る こ と は言 う まで もな い が、 宗教








90)yirangs(Skt.穰taman?.この語 は、 会 座 に いた 人 々 を形容 す る こ とば と解 さ れ るが、
『八 千 頌 般 若 経 』 の ハ リバ ドラ注 で は、前 の 世 尊 に も、 後 ろ の会 衆 に もか か る とす る。
『八 千 頌 』 の チベ ッ ト訳 も両 方 に か け、 『二 万五 千頌 』 のチ ベ ッ ト訳 も前 の世 尊 にか け る
の は、 ハ リバ ドラ の注 釈 の影 響 と考 え られ る(梶 山 雄 一 「か く世 尊 は語 られ た …」 『国訳
一 切 経 ・三 蔵 集 第4輯 』1978年、81-88頁参 照)。
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91)CNPPhはこの部 分 を欠 く。
92)DHによ る。LKTは 、 「ジナ ミ トラ と翻 訳僧 イ ェ シ ェデ ー」 とす る。
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